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五
輪
九
字
秘
釈
拾
要
記
第
二

五
大
五
輪
六
大
法
界
等
と
は
、
以
下
の
意
を
知
ら
ん
と
欲
は
ば
、
則
ち
五
行
・
五
臓
・
六
府
・
陰
陽
の

配
属
、
難
経
の
説
を
知
る
べ
し
。
或
る
『
記
』
に
、
難
経
の
説
は
、
左
の
如
し
。
木
火
土
金
水
の
五
行
は
、

自
然
の
天
教
、
即
ち
陰
陽
な
り
と
雖
も
、
惣
じ
て
天
に
属
す
る
故
に
、
倶
に
陽
教
と
な
す
。
十
干
を
開
く
は
、

陰
陽
の
数
を
分
つ
な
り
。
又
十
二
支
は
横
な
り
。
東
南
を
陽
と
な
し
、
西
北
を
陰
と
し
、
大
に
分
っ
て
陰

陽
の
兩
方
な
り
。
卯ウ

　

馬ウ
マ

酉ト
リ
ネ
　子

の
四
を
、
東
南
西
北
の
四
方
と
な
し
。
其
の
間
の
寅ト

ラ
タ
ツ
ミ
ヒ
ツ
ジ

辰
巳
未
の
四
を
し
て
陽

の
四
隅
と
な
す
。
又
申サ

ル
イ
ヌ
イ
　
ウ
シ

戌
亥
丑
の
四
隅
を
、
陰
の
四
隅
と
な
す
。
三
四
十
二
支
、
四
方
・
八
方
な
り
。
又

是
れ
十
二
時
な
り
。
四
方
の
陰
陽
は
、
天
に
対
し
て
横
な
る
こ
と
を
以
て
の
故
に
十
二
支
を
惣
じ
て
地
に

属
し
て
陰
の
数
と
す
。
地
の
数
な
る
が
故
に
、
禽
獣
の
名
を
立
つ
る
か
。
五
声
・
六
律
・
五
行
の
配
属
等
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上
の
例
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
而
る
に
十
二
支
に
禽
獣
の
名
字
を
立
て
る
事
、『
黄
帝
』其
の
祖
と
覚
え
た
り
。

又
外
典
難
経
等
に
、
自
然
の
理
と
云
う
。
即
ち
密
家
の
本
有
の
名
義
に
擬
せ
る
な
り
。

○
肝
の
臓
府
は
謄
東
木
行	

青
春
少
陽
数
は
七
。
官
は
将
軍
、
惣
じ
て
勇
健
・
怒
気
を
主
る
。
或
は

謀
慮
脤
筋
を
主
る
。
又
私
に
云
う
、
肝
は
臣
な
り
、
心
は
主
な
り
、
心

の
気
薫
作
用
に
似
て
臓
の
事
な
る
故
に
内
五
行
空
な
り
。

○
肺
の
臓
府
は
大
腸
西
金
行	

白
秋
少
陰
聚
は
八
葉
白
蓮
事
、
陽
気
柔
弱
に
し
て
陰
冷
の
為
に
傷
つ

け
ら
る
。
惣
じ
て
鼻
風
皮
毛
を
主
る
。

○
心
の
臓
府
は
小
腸
南
火
行	

赤
然
太
陽
離
の
卦
の
事
☲
中
空
な
り
。
官
は
君
王
統
て
気
力
舌
血
脉

を
主
る
。

○
腎
臓
の
府
は
膀
胱
北
水
行	

黒
冬
太
陰
坎
の
卦
、
十
四
推ス

イ

紅
豆
二
粒
の
事
な
り
。
統
て
動
揺
作
業
、

或
は
耳
牙
を

。
左
粒
は
腎
の
蔵
、
右
は
原
気
命
門
精
の
舎
す
る
所
、

俗
に
子
宮
子
坪
と
云
う
是
れ
な
り
。

○
脾
の
臓
府
は
胃
中
央
土
行	

中
央
黄
色
五
臓
の
惣
体
は
、
統
じ
て
肉
身
・
飲
食
・
手
足
等
を
主
る
。

○
心
胞ハ

ウ

絡
の
臓	

此
の
臓
は
難
経
の
本
説
は
名
有
る
を
形
無
し
、
臓
と

云
云
。
又
滑
伯

仁
が
曰
う
、
心
の
臓
の
上
に
別
に
其
の
形
有
り

云
云
。
多
く
此
の
説

を
用
う
。
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○
三
焦セ

ウ
ケ
イ脛

の
府	

三
焦
は
府
な
り
。
脛
な
り
。
焦
は
赤
色
に
し
て
陽
の
脛
に
属
す
大
な

る
腑
な
り
。『
素
問
全
匱
真
言
篇
』
に
云
う
、
王
水
が
注
に
『
正
理
論
』

を
引
い
て
曰
く
、
三
焦
は
名
有
り
て
形
無
し
、
午
の
心
主
に
会
す

云
云
。

又
焦
は
俗
に
身
の
ワ
タ
と
訓
ず
る
。
或
は
コ
ケ
ク
サ
シ
と
訓
ず
る
字

な
り

云
云
。

○
上
焦

手
の
左
の
寸	

心
の
臓
小
腸
の
府　

大
行

　
　
　

同
右
の
寸	

肺
の
臓
大
腸
の
府　

金
行

○
中
焦

手
の
左
の
關	

肝
の
臓
謄
の
府　

木
行

　
　
　

同
右
の
關	

脾
の
臓
胃
の
府　

土
行

○
下
焦

手
の
左
尺	

腎
の
臓
膀
胱
の
府　

水
行
、
命
門
を
通
ず

　
　
　

同
右
尺	
心
胞
絡
の
臓
三
焦
と 

裏表 

火
行

経
の
三
十
四
難
の
下
に
曰
う
、「
肝
は
魂
を
蔵
す
故
に
臓
と
云
う
。
肺
は
魄
を
蔵
す
故
に
臓
と
云
う
。
心

は
神
を
蔵
す
故
に
臓
と
云
う
。
心
神
は
精
気
の
化
成
な
り
。
心
は
君
王
の
官
、
肝
は
将
軍
の
官
、
謀
慮
を

主
る

云
云
」。
肝
魂
は
心
神
の
輔
弼
、
肺
魄
は
精
気
の
匡
佐
、
脾
は
意
と
智
を
蔵
す
。e

は
思
な
り
、
意
は
思

の
始
め
、
智
は
思
の
終
り
な
り
。
腎
は
精
と
志
と
を
蔵
す
。
故
に
臓
と
云
う
。
腎
は
作
業
の
官
、
伎
藝
の

出
る
源
な
り
。
臓
は
各
の
其
の
体
、
所
蔵
は
各
の
其
の
作
用
な
り
。
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又
同
『
難
』
の
下
に
曰
う
、「
肝
は
青
く
、其
の
臭カ

　
サ
ウ臊

ア
ブ
ラ

ク
サ
シ
木
の
臭カ

　
な
り
。
其
の
味
は
酸
味
、
其
の
声
呼ヨ

ハ・
なル

　

り
。

木
の
発
曻
す
る
声
な
り
、
其
の
液ウ

ル
ヲ
ヒ

エ
キ

はハ
　

木
の
竅ア

サ
ヒタ

ル
ヽ
ウ
ル
ヲ
イ
。
或
は
目
に
出
る
ナ
ン
ダ
等
な
り
。
其
の

声
言
語
に
し
て
、
心
の
陽
気
、
大
の
造
作
に
発
す
る
所
な
り
。
又
其
の
液
は
汗
等
な
り
。
心
は
血
を
生
ず
、

即
ち
血
液
の
漏
る
る
な
り
。
其
の
余
の
蔵
等
の
声
と
味
と
色
と
臭
と
液
等
各
祥
に
し
て
出
し
披
い
て
知
る

べ
し
。
繁
な
る
か
故
に
略
す
。
今
、『
難
経
』
の
作
者
を
按
ず
る
に
、
源も

　

と
黄
帝
と
妓
伯
の
問
答
せ
る
『
素

問
霊
摳
』
の
中
、
八
十
一
簡
條
の
難
解
を
周
の
末
、
秦
越
の
人
、c

鵲
と
云
う
神
醫
の
決
断
せ
る
言
か
。

以
上
◦
五
臓
・
六
腑
の
大
旨
、
或
は
六
臓
・
六
腑
十
二
脛
と
云
う
な
り
。

五
臓
・
五
行
・
五
大
・
五
色
・
四
季
・
四
方
・
八
卦
・
十
干
・
十
二
支
等
の
大
旨
幷
に
密
経
の
五
輪
・

五
大
等
の
相
違
・
相
順
な
る
甚
深
不
二
の
秘
義
、
図
位
を
以
て
了
解
す
べ
し
。
夫
れ
中
央
の
脾
土
の
臓
と
は
、

暦
道
に
四
季
に
分
配
す
る
の
土
用
。
或
は
彼
の
和
歌
の
五
句
は
、
即
ち
五
行
は
中
央
の
句
を
以
て
土
行
に

配
す
る
等
、
凡
そ
天
地
人
倫
万
物
一
切
の
迷
情
に
は
十
界
依
正
・
二
報
隔
礙
の
別
有
り
と
雖
も
、
皆
な
五
行
・

五
臓
を
出
で
ず
。
五
行
は
五
大
。
五
大
・
六
大
は
、
開
合
な
る
が
故
に
、
即
ち
六
大
法
身
法
界
体
性
を
出

で
ず
と
云
う
。
故
に
宗
の
意
は
十
界
依
正
は
、
即
ち
是
れ
本
有
常
住
の
不
二
一
心
の
本
源
の
蓮
月
な
り

已
上

有
人

。

『
五
行
大
義
』
に
、
五
行
等
を
出
す
。
上
出
と
、
大
旨
同
な
り
。
次
下
は
便
に
随
っ
て
之
を
出
す
べ
し
。

@
\
X
`
b

、
上
に
粗
に
之
を
記
し
難
し
。
重
ね
て
之
を
記
せ
ば
、
此
の
五
字
と
は
、
是
れ
紙
墨
の
字

416/1
五
字
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に
非
ず
。
謂
ゆ
る
法
性
の
文
字
な
り
。
初
の@

字
本
不
生
と
は
、凡
そ
口
を
開
く
初
に
、皆
な
阿
の
声
有
り
。

是
を
衆
声
之
母
と
な
す
。
紙
墨
の@

字
は
、
本
不
生
の
詮
を
説
す
る
故
に
、
悉
曇
の
阿
字
を
亦
た
衆
字
之

母
と
な
す
。
諸
字
、
皆
な
爾
り
。
此
に
則
し
て
知
る
べ
し
。
故
に
第
七

十
一

左

に
云
う
「
経
に
云
う
、
謂
く@

字
門
一
切
諸
法
本
不
生
の
故
と
は
、
阿
字
は
是
れ
一
切
法
教
之
本
な
り
。
凡
そ
最
初
に
口
を
開
く
の
音
、

皆
な
阿
の
声
有
り
。
若
し
阿
の
声
を
離
る
れ
ば
、
則
ち
一
切
の
言
説
無
し
。
故
に
衆
声
之
母
と
な
す
。
凡

そ
三
界
の
語
言
は
、
皆
な
名
に
依
る
。
而
し
て
名
は
字
に
依
る
。
故
に
悉
曇
の
阿
字
を
衆
字
之
母
と
な
す
。

応
に
知
る
べ
し
、
阿
字
門
真
実
の
義
も
、
亦
復
是
の
如
く
、
一
切
法
義
の
中
に
遍
ぜ
り
と
文
。
諸
法
本
不
生

と
は
、
是
れ
字
義
な
り
。
諸
法
は
三
科
法
な
り
。
本
不
生
と
は
、
八
不
の
中
に
且
く
一
義
を
挙
ぐ
る
な
り
。

諸
法
の
本
性
は
、
常
恒
不
変
に
し
て
破
す
べ
か
ら
ず
、
壊
す
べ
か
ら
ず
、
是
を
本
不
生
と
云
う
。
故
に
『
涅

槃
』
に
云
う
、「
阿
短

と
は
不
可
破
壊
」
と
文
。『
教
王
経
』
に
、「
大
日
を
称
し
て
、
常
恒
三
世
一
切
身
口
意

金
剛
如
来
と
云
う
」
と
文
。
大
日
と
は
、@

字
本
初
不
生
の
体
な
る
故
に
、
常
恒
三
世
と
云
う
。
即
ち
不
生

不
滅
な
り
。
又
一
切
衆
生
の
自
性
清
浄
心
は
、
生
死
有
る
も
減
せ
ず
。
涅
槃
を
証
す
る
も
増
せ
ず
、
之
を

仏
性
と
謂
う
」。
故
に
『
涅
槃
』四

相
品

「
此
の
旨
」

云
云
。『
心
要
』
に
、
法
界
体
性
智
を
明
し
て
、
毘
ル
サ
ナ
真

如
法
界
智
処
中
位
と
云
う
、
毘
ル
サ
ナ
と
は
、
謂
ゆ
る
衆
生
の
自
性
清
浄
心
不
生
不
滅
の
体
な
り
。
応
に

知
る
べ
し
、
本
不
生
と
は
、
即
ち
衆
生
自
心
の
実
際
な
り
。
故
に
第
七

十
二

右

に
云
う
、「
若
し
本
不
生
際
を
見

れ
ば
、
即
ち
是
れ
実
の
如
く
自
心
を
知
る
。
実
の
如
く
自
心
を
知
る
は
、
即
ち
是
れ
一
切
智
々
な
り
。
故

『
大
正
』
一
八 

・

二
〇
七
ａ

416/2

『
大
正
』
三
九 

・

六
五
一
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

六
五
一
ｃ

416/3
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に
毘
ル
サ
ナ
は
、
唯
だ
此
の
一
字
の
み
を
以
て
真
言
と
な
す
」
と
文
。
此
の
文
甚
だ
肝
要
、
一
経
広
し
と
雖

も
此
の
一
句
を
出
る
こ
と
無
し
。故
に
今
具
に
之
を
弁
ぜ
ば
、本
不
生
際
と
は
、謂
く
自
性
清
浄
心
な
り
。『
初

品
疏
』
に
云
う
、「
本
不
生
際
と
は
、
即
ち
自
性
清
浄
心
な
り
、
自
性
清
浄
心
は
、
即
ち
阿
字
門
な
り
、
心
、

阿
字
門
に
入
る
を
以
て
の
故
に
為
に
知
る
べ
し
、
一
切
法
悉
く
阿
字
門
に
入
る
」
と
文
。
自
性
清
浄
心
と
は
、

謂
ゆ
る
本
具
の‡

√

心
な
り
。
阿
字
門
に
入
る
故
に
此
の
心
を
証
知
す
。
故
に
本
不
生
際
を
見
る
と
云
う
。

如
実
は
、
前
劫
の
心
外
有
相
不
如
実
の
見
に
簡
う
。
第
三
劫
の
証
知
境
界
を
指
す
故
に
如
実
と
云
う
。
知

は
謂
く
証
知
の
故
に
、『
疏
』
の
中
に
、
了
了
証
知
す
る
を
成
菩
提
と
名
く
と
云
う
。
又
如
実
知
と
は
、
謂

く
能
証
の
心
な
り
。
此
の
心
、
梵
に
はk

√

と
云
う
。
自
心
と
は
、
謂
く
所
求
の
心
な
り
。
此
の
心
、
梵

に
は‡

√

と
云
う
。
此
の
由
、
第
十
二

十右

に
具
に
釈
有
り
、
往
い
て
知
れ
。
入
阿
字
門
と
は
、
謂
ゆ
る
無初

に

生
忍
な
り
、
初
地
の
菩
薩
は
、
心
の
本
不
生
際
を
覚
る
。
心
自
証
心
を
、
如
実
知
自
心
と
云
う
、
之
を
入

阿
字
門
と
謂
う
。
即
ち
無
生
忍
な
り
。
又
『
桧
尾
口
決
』
に
云
う
、
第
七
疏
を
引
き
畢
っ
て
云
う
、「
故
に

経
に
説
く
所
の
如
実
知
自
心
と
は
、
本
不
生
際
を
見
る
。
本
不
生
際
を
見
る
は
為こ

れ

一
切
智
智
な
り
。
一
切

智
智
と
は
、
即
ち
大
日
な
り
。
故
に
真
言
教
の
即
身
成
仏
と
は
、
本
不
生
を
見
る
」
と
文
。
即
身
成
仏
と
は
、

此
の
教
の
実
談
不
共
の
三
昧
な
り
、
故
に
『
菩
提
心
論
』
に
云
う
、「
唯
だ
真
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
仏

す
る
が
故
に
、
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
」
と
文
。
三
摩
地
と
は
、
謂
ゆ
る
阿
字
本
不
生
の
観
な
り
。
行
者

は
如
法
に
此
の
阿
字
門
を
観
想
す
、
則
ち
心
の
本
不
生
際
を
証
し
て
凡
身
を
転
ぜ
ず
し
て
覚
位
を
成
ず
。

『
大
正
』
三
九 

・

五
八
九
ｃ

『
大
正
』
三
二 

・

五
七
二
ｃ

416/4417/1
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是
を
即
身
成
仏
と
云
う
故
に
。『
菩
提
心
論
』
に
云
う
、「
父
母
所
生
の
身
に
大
覚
の
位
を
証
す
」。
又
第

六
二
十
二

右

に
云
う
、「
我
覚
本
不
生
と
は
、
謂
く
自
心
は
本
従
り
以
来
不
生
な
り
と
覚
り
ぬ
れ
ば
、
即
ち
是
れ

成
仏
な
り
、
実
に
は
覚
も
無
く
、
成
も
無
し
」
と
文
。
解
し
て
云
く
、『
桧
尾
口
決
』
に
依
れ
ば
、k

√

は

是
れ
月
輪
、à

√

は
即
ち
、
蓮
花
な
り
。@

字
は
遍
じ
て
二
心
の
種
子
と
な
す
。
即
ち
二
心
不
二
の
体

な
り
。
我
覚
と
は
、
謂
くk

√

本
不
生
は
、
謂
くà

√

謂
ゆ
る
心
自
か
ら
心
を
証
し
、
心
自
ら
心
を
知

る
故
に
而
実
无
成
無
覚
と
云
う
。
是
れ
無
我
と
雖
も
迷
を
転
じ
て
悟
と
な
す
故
に
即
是
成
仏
と
云
う
、
即

ち
是
れ
即
身
成
仏
な
り
。Y

字
以
下
転
釈
上
の
如
し
。『
阿
字
秘
釈
』中

十
二

丁

に
本
不
生
の
義
の
問
答

云
云
。『
秘

釈
』
第
三

二
十 

七
丁

の
阿
字
十
義

云
云
、
甚
深
な
り
。『
秘
釈
』
第
一

五右

に
、『
阿
字
秘
釈
』
に
遮
表
の
義
有
り
。
表
徳

の
中
に
十
義
を
明
す
肝
要
な
り
。同

十右

阿
字
観
の
文
。『
遣
教
禄
』第
一

六丁

に
、『
大
日
真
言
開
題
』
同

四
十
二

丁

に『Z
@

秘
事
』、
同

五
十 

七
丁@

字
観
の
文
。
同
第
二

卅
七

丁

『
阿
字
月
輪
観
』、同
第
三

五丁

『@

字
観
頌
』。

五
大
と
は
、@

字
本
不
生
と
は
、
諸
法
本
有
の
義
。
本
有
の
源
従
り
、
故
に
常
住
不
動
に
し
て
堅
固
の

徳
な
り
。
此
の
堅
固
の
徳
は
、
事
に
顕
る
時
、
堅
固
の
地
大
と
成
る
。
又
形
に
顕
る
時
、
堅
住
し
て
傾
無
き

方
形
と
成
る

已上
。
五
大
は
、
地
水
火
風
空
な
り
。『
倶
舎
』
の
第
一

九右
に
、
大
の
義
を
明
す
、
三
義
有
り
。『
論
』

に
云
う
、「
体
寛
廣
き
が
故
に
、
或
は
地
等
の
増
盛
聚
の
中
に
於
て
形
相
大
な
る
が
故
に
。
或
は
種
々
大
事
の

用
を
起
す
が
故
に
」。『
光
記
』
一
余

二
十
二

左

に
云
う
、「
三
義
を
以
て
大
を
釈
す
」。「
一
に
体
寛
に
約
し
て
大
と

名
く
。
一
々
の
所
造
の
各
に
四
大
有
り
。
二
に
相
に
約
し
て
大
と
名
く
。
大
地
大
山
の
如
く
地
増
益
な
り
。

『
大
正
』
三
二 

・

五
七
四
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

六
四
六
ｂ

417/2
五
大
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大
江
大
海
は
、
水
の
増
盛
な
り　

炎
爐
猛
燄
は
、
火
の
増
盛
な
り
。
黒
風
圑
風
は
、
風
の
増
盛
な
り
。
三
に

用
に
約
し
て
大
と
名
く
。
水
火
風
交
は
、
其
の
次
第
の
如
く
能
く
初
二
三
定
を
壊
し
、
地
能
く
世
界
を
任
持

す
る
が
如
し
、
故
に
用
大
な
り
。
又
、『
論
』
に
云
う
、「
業
及
び
性
の
義
を
明
し
て
云
う
、
此
の
四
大
種
、

能
く
何
の
業
を
成
す
。
其
の
次
第
の
如
く
、
能
く
持
と
摂
と
熟
と
長
と
の
四
業
を
成な

　

す
。
地
界
は
能
持
し
、

水
界
は
能
摂
し
、
火
界
は
能
熟
し
、
風
界
は
能
長
す
。
長
は
謂
く
増
盛
し
。
或
は
復
流
引
し
、
業
用
既
に

爾
り
。
自
性
云
何
ん
、
其
の
次
第
の
如
し
。
即
ち
堅
・
濕
・
煖
・
動
を
用
い
て
性
と
な
す
。
地
界
は
堅
性
、

水
界
は
濕
性
、
火
界
は
煖
性
、
風
界
は
動
性
、
此
は
用
て
能
く
大
種
造
色
を
引
い
て
、
其
の
相
を
し
て
続

生
し
て
余
方
に
至
ら
し
む
。
燈
光
を
吹
く
が
如
く
、
故
に
名
け
て
動
と
す
。『
品
類
足
論
』
及
び
契
経
に
、

云
何
ん
が
風
界
と
名
く
。
謂
く
軽
等
の
動
性
な
り
。
復
た
軽
性
を
説
い
て
所
造
の
色
と
な
す
故
に
、
風
界

は
動
を
自
性
と
な
す
べ
し
。
業
を
挙
て
体
を
顕
す
が
故
に
亦
軽
と
言
う
。
具
に
は
『
光
記
』
に
釈
す
る
が

如
し
。
今
、
秘
経
の
中
に
五
字
を
五
大
と
名
く
故
に
。『
声
字
義
』
に
云
う
、「
此
の
五
大
に
顕
密
の
二
義

を
具
す
。
顕
の
五
大
と
は
、常
の
釈
の
如
し
。
密
の
五
大
と
は
、五
字
、五
仏
及
び
海
会
の
諸
尊
是
な
り
。『
即

身
義
』
に
云
う
、「
彼
の
種
子
真
言
に
曰
く
、@

\
X
`
b
`

の
為い

わ

く
阿
字
は
諸
法
本
不
生
の
義
と
は
、
即

ち
是
れ
地
大
、
嚩
字
離
言
説
と
は
之
を
水
大
と
謂
う
、
清
浄
無
垢
塵
と
は
是
れ
則
ち
字
火
大
な
り
。
因
業

不
可
得
と
は
訶
字
門
風
大
な
り
。
等
虚
空
と
は
欠
字
の
字
相
即
空
大
な
り
」。『
疏
』
第
一

廿四

に
云
う
、「
阿

字
門
を
地
と
な
し
、
嚩
字
門
を
水
と
な
し
、
囉
字
門
を
火
と
な
し
、
訶
字
門
を
風
と
な
し
佉
字
門
を
空
と

『
定
弘
大
全
』

三
・
三
九 

『
定
弘
大
全
』

一
・
一
九 

417/4

『
大
正
』
三
九 

・

五
八
六
ｂ

417/3
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な
す
。又
世
間
の
種
子
の
地
水
火
風
を
縁
と
し
、虚
空
と
礙
え
ず
し
て
然
し
て
後
に
生
す
る
こ
と
を
得
。随
っ

て
一
縁
も
闕
す
れ
ば
、
終
に
増
長
せ
ず
」
と
文
。
今
、
法
性
の
五
大
を
明
す
故
に
性
業
を
論
せ
ず
。
若
し
縁

起
の
五
大
に
約
せ
ば
、
持
等
は
是
れ
業
な
り
。
堅
等
は
性
な
り
。
第
十
四

十
一

右

に
、「
凡
そ
阿
サ
り
、
大
悲
胎

蔵
を
建
立
し
、
弟
子
を
建
立
せ
ん
と
欲
す
る
時
は
、
先
ず
瑜
伽
に
住
し
て
自
身
を
観
ず
べ
し
。
斎
よ
り
以

下
は
金
剛
輪
に
作
す
べ
し
。
其
の
色
黄
に
し
て
而
も
堅
し
。
次
に
𦜝
よ
り
以
上
は
心
に
至
っ
て
水
輪
を
作

す
べ
し
。
其
れ
白
色
な
り
。
次
に
心
よ
り
以
上
咽
に
至
っ
て
火
輪
を
作
す
べ
し
。
其
の
色
赤
色
な
り
。
次

に
咽
よ
り
以
上
頂
に
至
る
ま
で
風
輪
と
作
す
べ
し
。
其
の
色
黒
な
り
」
と
文
。
此
の
中
に
堅
と
云
う
は
、
是

れ
地
の
性
、
余
は
畧
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
、
又
第
四

廿
九

右

に
云
う
、「
夫
れ
万
タ
ラ
と
は
是
れ
発
生
の
義
、
今

即
ち
名
け
て
諸
仏
を
発
生
し
て
万
タ
ラ
と
な
す
な
り
。
菩
提
心
の
種
子
を
一
切
智
の
心
地
の
中
に
於
て
下

し
て
、
潤
す
に
大
悲
の
水
を
以
て
し
。
大
恵
の
日
を
以
て
鼓う

つ

に
大
方
便
の
風
を
以
て
し
、
礙
え
ざ
る
に
大

空
を
以
て
し
、
能
く
不
思
議
法
性
の
牙
を
し
て
次
第
に
滋
長
せ
し
め
、
乃
至
法
界
に
弥
満
し
て
仏
樹
王
を

成
す
故
に
発
生
を
以
て
称な

　

と
す
」。
堅
・
濕
・
煖
・
動
、
其
の
文
分
明
な
り
、
見
る
べ
し
。
又
今@

等
の

五
字
名
を
五
大
と
な
す
。
亦
三
義
有
り
、
経
の
第
五
字
輪
品
に
法
門
有
り
、
遍
一
切
処
と
名
く
と
文
。
法
性

の
五
大
、
法
界
に
周
遍
し
、
遍
ぜ
ざ
る
処
無
き
は
、
是
れ
体
寛
廣
の
義
な
り
、
五
字
を
能
造
と
な
す
、
山

嶽
大
地
は
、
阿
字
よ
り
成
ず
る
は
、
是
れ
地
の
増
盛
。
江
河
万
流
は
、Y

字
よ
り
出
る
、
是
れ
水
増
盛
な
り
。

金
玉
珍
宝
はX

字
よ
り
出
る
、
是
れ
火
増
盛
な
り
。
五
穀
五
果
は
、P

字
に
依
て
成
ず
れ
ば
、
風
増
盛
な

『
大
正
』
三
九 

・

七
二
七
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

六
二
五
ａ

418/1
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り
。
端
正
相
事
は
、
欠
字
從
り
荘
厳
す
る
は
、
是
れ
空
増
盛
な
り
。
是
れ
相
に
約
し
て
大
と
名
く
な
り
。

又@

字
は
、
菩
提
心
の
地
を
持
し
。Y

字
は
、
滋
長
し
て
莖
葉
花
果
を
成
じ
。X

字
は
、
果
を
受
用
し
。

P

字
は
、
無
畏
依
・
殊
勝
・
決
定
の
三
心
と
な
り
。b

字
大
空
は
、
一
切
法
に
遍
ず
、
礙
え
ざ
る
を
用
と

為
す
、
即
ち
是
れ
用
大
な
り

巳
上

寂
師

。
風
大
地
竪
の
徳
と
は
、
万
法
の
所
依
と
成
り
、
諸
法
を
任
持
す
る
義
な
り
。

持
の
義
と
は
、
任
持
の
義
、
独
り
堅
体
を
以
て
其
の
功
を
施
す
。
是
れ
皆
な@

字
本
不
生
の
源
理
、
事
法

に
在
り
、
各
々
業
用
を
成
じ
、
一
々
の
色
相
、
一
々
の
作
業
、
法
性
の
徳
用
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
世
間

の
事
法
の
外
に
、法
性
有
り
と
言
は
ば
、是
れ
謬
見
に
し
て
秘
密
の
境
界
に
非
ざ
る
な
り
。Y

字
水
大
と
は
、

Y

字
は
一
切
法
離
言
説
の
義
な
り
。離
言
の
故
に
詮
表
す
べ
か
ら
ず
。円
形
も
亦
執
捉
す
る
所
無
き
が
故
に
、

離
言
の
法
性
、
其
の
形
を
表

ア
ラ
ハ
ル
ルの

時
、
即
ち
円
形
と
成
る
。
又
一
切
の
言
語
は
、
口
中
に
潤
ひ
無
く
ん
ば
音

を
生
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
内
風
息
外
風
和
合
し
て
入
り
て
腎
水
を
鼓
ち
て
而
も
音
声
を
生
ず
。

故
に
言
説
のY

字
の
性
は
、
是
れ
湿
性
な
り
、
地
乾
く
と
き
は
、
則
ち
細
塵
と
成な

り

て
飄
散
し
。
湿
を
得
る

と
き
、
則
ち
摂
収
す
。
又
言
語
は
、
必
ず
其
の
義
を
摂
収
す
る
故
に
、
摂
す
る
を
其
の
用
と
な
す
な
り
。

又Y

字
の
形
を
亦
円
な
り
。
之
を
思
え
。
水
の
性
も
亦
清
浄
に
し
て
、能
く
諸
の
穢
を
浄
む
。
色
を
白
と
す
、

無
染
な
り
。
彼
此
□
節
を
合
せ
た
る
が
如
し
。
又Y

字
当
体
、
即
ち
言
説
な
る
が
故
に
、
自
体
の
外
に
言

無
し
。
是
を
無
言
説
と
云
う
。
寂
滅
無
言
に
は
非
ざ
る
な
り
。
経
に
諸
過
得
解
脱
と
は
、X

字
の
義
、
是

れ
離
塵
垢
の
法
性
は
、
猛
利
大
勢
の
智
火
な
り
。
謂
く
火
性
と
は
、
熱
気
勇
猛
に
し
て
諸
法
に
亘
り
、
利

418/3 418/2
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合
の
法
離
散
せ
し
め
る
を
徳
と
な
す
。
法
の
離
散
は
、
微
塵
は
是
れ
極
な
り
。
今
、
此
の
極
微
は
、
即
ち

塵
垢
の
体
な
り
。
諸
の
厳
浄
、
具
に
塵
類
に
觸
る
れ
ば
垢
穢
と
作
す
。X

字
塵
垢
の
義
な
り
。
即
ち
火

体
な
り
。
塵
類
本
よ
り
垢
穢
な
る
が
故
に
、
此
の
外
に
垢
有
り
て
之
を
穢
す
る
物
無
し
。
是
の
如
く
能

染
所
染
を
離
れ
、
塵
垢
不
可
得
の
理
と
言
う
な
り
。
是
れ
を
無
垢
と
云
い
。
垢
を
浄
む
る
、
則
ち
垢
を

破
す
る
な
り
。
故
に
形
を
三
角
に
表
す
、
鋭
利
之
物
は
、
能
く
物
を
穿
き
破
す
る
故
に
。
又
其
の
性
を

燻
す
る
こ
と
は
、
焰
盛
な
る
と
き
は
則
ち
物
を
枯
し
、
或
は
腐
爛
す
。
是
れ
能
破
の
徳
な
り
。
又
用
を
熟

す
る
こ
と
は
、
之
を
爛た

た
らか

す
、
則
ち
熟
す
る
が
故
な
り
。
又
煗
と
は
、
乾
燥
の
義
な
り
。
寒
気
、
諸
法
を

凝
結
す
。
若
し
煗
気
に
觸
る
れ
ば
、
必
ず
離
散
す
。
是
れ
煗
性
の
徳
な
り
。
又
煩
性
至
極
な
れ
ば
、
熱
気

と
成
り
、
熱
気
其
の
精
を
吐
け
ば
、
即
ち
是
れ
火
大
な
り
。
熱
と
は
濕
育
の
義
な
り
。
諸
法
の
生
ず
る
こ

と
は
、
必
ず
水
気
の
聚
集
に
依
る
。
然
も
若
し
火
爛
無
け
れ
ば
壊
し
て
流
注
す
べ
か
ら
ず
。
此
の
故
に
煗

気
を
放
っ
て
其
の
体
を
壊
せ
ざ
る
な
り
。P

字
門
風
大
と
は
、遠
離
因
縁
の
法
性
な
り
。
風
と
は
動
の
義
、

諸
法
の
離
合
不
定
に
し
て
彼
此
移
轉
す
る
、
即
ち
風
大
の
徳
な
り
。
是
れ
則
ち
万
法
の
気
出
現
す
る
形
な

り
。
地
・
水
・
火
は
、
法
体
の
上
の
徳
な
り
、
此
の
風
大
は
業
用
を
取
る
。
法
界
体
性
の
業
に
し
て
縁
起

の
用
大
の
業
に
非
ず
。
皆
な
是
れ
色
心
の
諸
法
、
因
縁
和
合
の
成
立
す
る
自
性
な
り
。
因
縁
と
は
、
二
法

相
応
し
て
一
法
を
成
ず
。
一
法
成
し
已
ん
ぬ
れ
ば
、
因
縁
の
二
法
相
変
せ
ず
。
彼
此
変
せ
ず
、
即
ち
因

縁
不
二
の
義
な
り
。
二
体
若
し
不
二
な
ら
ば
、
所
生
を
待
た
ず
。
因
と
縁
と
処
に
和
合
の
義
之こ

れ

有
り
。

418/4419/1
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是
を
離
因
縁
と
云
う
。
本
有
の
因
縁
は
不
動
に
し
て
而
も
動
の
故
に
。
又
此
の
字
義
、
其
の
形
を
表
は

す
時
は
、
半
月
形
と
な
る
。
大
刀
の
形
な
り
、
謂
く
半
月
形
と
は
、
上
の
一
返
は
方
な
り
、
平
坦
安
住

形
な
り
。
是
れ
能
生
の
地
大
な
り
。
下
の
一
返
は
、
円
に
し
て
不
住
の
形
、
是
れ
所
生
水
大
な
り
。
能

生
の
因
縁
と
所
生
の
果
法
は
、
惣
じ
て
此
の
一
字
に
含
む
。
又
此
の
半
月
は
、
至
極
動
轉
の
形
な
り
。

何
と
な
ら
ば
、
円
は
是
れ
動
轉
不
住
の
相
な
り
と
雖
も
、
唯
だ
動
遍
に
局
り
て
、
不
動
に
轉
ぜ
ず
。
今
、

半
月
は
不
動
方
而
し
て
動
円
、
動
即
不
動
之
形
な
る
が
故
に
自
在
な
り
。
轉
変
し
て
拘
礙
無
き
の
表
相
な
り
。

又
此
の
因
縁
業
果
門
に
は
、一
法
生
ず
る
と
き
は
、則
ち
必
ず
余
法
を
陰
没
す
。
夫か

　

の
水
動
ぜ
ざ
る
と
き
は
、

則
ち
能
く
万
象
を
現
じ
。
若
し
動
転
す
る
と
き
は
、則
ち
衆い

く
つ
　も

の
影
陰
す
る
が
如
き
は
、動
の
故
に
陰
没
す
。

無
明
之
風
動
ず
る
と
き
は
、
則
ち
不@

生
の
万
徳
、
即
時
に
陰
没
す
、
即
ち
此
の
義
な
り
。
是
の
故
に
其
の

色
を
黒
に
表
は
す
。
黒
暗
、
能
く
一
切
を
隠
覆
す
る
故
に
。
又
因
縁
は
、
能
く
一
切
を
長
養
す
、
故
に
風

の
用
を
長
と
な
す
。
又
動
と
は
、
因
縁
生
の
義
、
分
明
な
り
。
諸
法
、
若
し
動
轉
す
れ
ば
、
劫
て
不
動
轉

の
義
を
成
ず
。
喩
は
自
心
能
く
動
ず
れ
ば
、
諸
動
生
を
生
ず
る
と
雖
も
、
常
に
中
心
に
当
っ
て
而
も
移
轉

せ
ざ
る
が
如
し
。
風
大
の
動
も
、
亦
以
て
爾
な
り
。
自
体
能
く
動
じ
て
、
還
っ
て
群
動
を
制
し
、
皆
な
是

れ
因
縁
生
の
形
音
相
応
し
て
、
其
の
作
業
を
成
ず
る
な
り
。
空
大
と
は
、
大
空
な
り
。
即
ち
諸
色
を
尽
し
、

諸
相
を
含
む
な
り
。
諸
相
を
倶
時
に
具
足
し
て
偏
一
の
相
に
非
ず
。
諸
相
尽
す
と
云
う
は
、
実
に
形
色
都

絶
し
て
体
性
虚
無
に
は
非
ざ
る
な
り
。
即
ち
是
れb

字
門
等
空
不
可
得
の
理
な
り
。
等
空
と
は
、
衆
相
具

419/2
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足
し
て
一
縁
に
住
せ
ず
、
寂
滅
無
為
、
是
を
空
理
と
云
う
な
り
。
此
の
字
義
と
は
、
外
に
表
せ
ば
団
形
な
り
。

団
形
と
は
、
方
円
不
二
衆
形
具
足
の
形
な
り
。
上
は
三
角
、
下
は
半
月
、
二
相
合
し
て
団
形
と
な
す
。
若

し
五
相
渉
入
す
と
見
れ
ば
、
即
ち
是
れ
方
円
不
二
の
事
な
り
。
之
に
依
て
方
・
円
・
三
角
・
半
月
・
団
形
、

具
足
円
満
す
れ
ば
、即
ち
空
輪
な
り
。b

字
等
空
の
相
、法
性
を
称
し
て
此
の
形
を
顕
す
な
り
。
無
礙
と
は
、

衆
徳
輪
円
の
徳
業
な
り
。
若
し
縁
増
盛
す
れ
ば
、
余
法
に
於
て
礙
有
り
。
今
已
に
衆
相
を
含
ず
る
故
に
、

無
障
礙
の
義
を
成
ず
。
皆
な
是
れ
空
大
の
法
性
と
相
応
し
て
作
業
を
作
す
な
り
。
無
障
礙
と
は
、
彼
の
無

礙
に
依
て
諸
法
に
於
て
障
を
成
ぜ
ず
。
不
障
増
長
の
縁
と
成
り
て
万
善
を
生
長
ぜ
し
む
。
皆
な
是
れ
空
大

の
徳
な
り
。
又
空
大
は
直
に
字
相
を
挙
げ
る
事
、『
即
身
義
冠
注
』
上

三
十　

一
右

云
云
、
見
る
べ
し
。

五
輪
と
は
、
此
の
章
次
下

九右

に
云
う
、「
五
輪
は
、
頂
輪
・
面
輪
・
胸
輪
・
腹
輪
・
膝
輪
と
名
く
。
五
輪

に
各
々
衆
徳
を
具
す
故
に
名
け
て
輪
と
な
す
」
と
文
。
輪
の
梵
は
、
万
タ
ラ
と
云
う
。
故
に
、『
疏
』
の
中

に
往
々
に
方
壇
・
円
壇
等
と
云
う
。
壇
は
、
即
ち
万
タ
ラ
の
翻
名
な
り
。
万
タ
ラ
亦
た
輪
円
具
足
と
翻
す
。

五
輪
に
各
々
衆
徳
を
具
す
、
即
ち
此
の
義
な
り
。
法
性
に
本
と
五
輪
を
具
す
故
に
、@

字
形
は
方
、Z

字

の
形
は
円
等
な
り
、
故
に
「
百
字
成
就
持
誦
品
」
第
六

十左

に
云
う
、「
一
切
法
本
不
生
の
故
に
、
自
然
の
形

を
顕
示
す
。
或
は
不
可
得
を
以
て
の
故
に
、嚩
字
形
を
現
す
」
と
文
（
自
然
形
と
は
、謂
く
法
性
自
爾
の
形
な
り
）。

第
十
九

十
六

右

に
釈
し
て
云
う
、「
此
れ
諸
法
本
不
生
の
故
に
自
形
を
顕
示
す
と
は
、
自
形
は
、
即
ち
是
れ
阿
字

な
り
。
○
此@

の
字
能
く
種種

三
形々

色
を
生
ず
、
謂
く
青
黄
赤
白
黒
、
乃
至
雑
間
、
無
量
種
及
び
種
々
の
形
有
り
。

419/3
五
輪419/4

『
大
正
』
一
八 

・

四
二
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

七
七
四
ａ
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謂
く
三三

形
　
　角

方
円
半
月
之
類
及
び
本尊

形

尊
等
の
無
量
の
不
同
あ
り
。
若
し
此
の
中
の
真本

初
不
生
―
　

実
之
義
を
識
る
こ
と
は
、

体
を
挙
て
阿
字
門
に
入
り
、
毘
盧
遮
那
に
同
ぜ
ざ
る
こ
と
無
し
、
上具

縁
品
己
来
　

来
所
説
の
阿法

界
体
性字

門
は
、
即
ち
是
れ
自

身
の
大本

不
生
理我

を
顕
示
す
、
即
ち
我
が
自
身
は
本
よ
り
不
生
に
し
て
、
亦
無
滅
な
り
。
不
生
不
滅
は
、
即
ち
是

れ
如
来
之
身
な
り
。
当
に
是
の
如
く
観
察
す
べ
し
。
故
に
阿
字
は
自
形
を
以
て
其本

不
生
　の

徳
を
顕
示
す
と
云
う

な
り
」
と
文
。
解
し
て
云
う
、「
自
形
と
は
、
謂
く
阿
字
方
形
は
不
生
不
滅
の
徳
を
顕
す
。
是
れ
法
性
法
爾

の
字
形
な
る
が
故
に
、
経
に
自
然
形
と
云
う
な
り
」。
第
十
二

二左

に
云
う
、「
前
の
阿
字
は
是
れ
金
剛
万
タ
ラ

な
り
。
此
の
嚩
の
字
は
、
名
け
て
水
万
タ
ラ
と
な
す
。
□

金
剛

地
黄　

○
水
な
り

白
な
り　

△
火
な
り

赤
な
り　

 

風
な
り

黒
な
り　

空
は
定
わ
る
形

無
け
れ
ど
も
而
も
種
々
色
を
現
す
の
な
り
」と
文
。
第
十
四

廿
一

右

に
云
う
、「
復
次
に
地
輪
は
正
方
、
水
輪
は
円
、

火
輪
は
三
角
、
風
輪
は
半
月
、
最
上
の
虚
空
は
一
点
を
作
せ
、
其
れ
種
々
色
な
り
。
頂
の
十十

六
、字九
九
左の

縫
そ
の

上
に
在
て
置
く
な
り
。（
第
十
六

廿九

に
云
う
、
阿
字
の
上
に
点
を
加
う
る
と
観
じ
て
、
其
の
弟
子
の
頂
上
の
十
字
の
縫

の
中
に
置
く
べ
し
。
当
に
知
る
べ
し
、
此@

の
上
の
点
有
る
は
即
ち
是
れ
甘
露
の
法
水
を
用
い
て
其
の
頂
を
清
む
と
文
）。

○

△
○
□
の
義
釈
、
此
れ
是
の
輪
の
形
は
正
し
く
身
分
と
相
ひ
称
す
る
な
り
。
此種

子
を
明
す
　

の
五
位
は
、
即
ち
是

れ
前
に
説
く
五
字
な
り
。
方
の
中
に
は
阿@

字
を
置
き
、
円
の
中
に
は
嚩Y

字
を
置
き
、
三
角
の
中
に
は
囉X

字

を
置
き
、
半
月
の
中
に
は
™

S

字
を
置
く
。
點
の
中
に
欠b

字
を
置
く
、
更
に
前
巻
十
一

廿左

の
中
を
檢
す
べ
し
」

と
文
。『
尊
勝
破
地
獄
軌
』

三左

に
云
う
、「
率
都
婆
と
は
、
方
円
三
角
半
月
団
形
、
地
水
火
風
空
、
五
大
所
成

の
故
に
」
と
文
。
此
の
五
輪
相
合
な
る
を
称
し
て
率
都
婆
と
云
う
。
即
ち
是
れ
毘
盧
遮
那
の
三
昧
耶
形
に
し

420/1

『
大
正
』
三
九 

・

七
〇
二
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

七
二
七
ｃ

十
一
丗三
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て
法
界
体
性
智
を
表
す
な
り
。
故
に
此
の
五
輪
を
一
切
形
の
根
本
と
な
す
。
自
余
の
高
下
、
廉
細
等
の
種
々

形
相
は
、
皆
な
是
れ
枝
未
な
り
。
五
輪
の
中
に
於
て
亦
方
・
円
を
本
と
な
す
。
猶
し
阿
字
を
余
字
の
本
と

す
る
が
如
し
。
方
を
梵
に
阿@

坭Û

囉‹

と
云
う
。
即
ち@

字
の
義
な
り
。
方
に
は
十
方
を
具
す
。
第
十
四

二
十
三

右

に
十
二
真
言
釈
に
云
う
、c

∫
¥

は
、
謂
く
一
切
十
方
三
世
の
一
切
時
、
一
切
方
処
に
於
て
無
尽
法
界
を

超
越
す
。
而
し
て
能
く
普
門
に
一
切
を
利
益
す
る
な
り
」。c

∫
¥

を
亦
遍
一
切
処
と
云
う
。
遍
一
切
処
と

は
、
即
ち
十
方
な
り
。
第
十
七

十
九

左

に
云
う
、「
此
の
阿
字
の
法
体
は
一
切
処
に
遍
ず
る
故
に
、
若
し
能
く
是

の
如
く
相
応
す
れ
ば
、
即
ち
毘
ル
サ
ナ
遍
一
切
処
に
同
ず
」。
又
字
輪
品
第
五

初右

に
云
う
、「
法
門
有
り
、
遍

一
切
処
と
名
く
」と
文
。
又
上
下
を
合
し
て
八
方
と
成
る
。
八
方
は
即
ち
八
葉
蓮
花
な
り
。
八
を
梵
に
は@

’

と
云
う
。
即
ち@
字
の
義
な
り
。
故
に
方
壇
の
中
に
都
て
余
形
を
具
す
。
余
形
は
皆
な
方
從よ

　

り
出
づ
。
何

と
な
れ
ば
、
其
の
方
形
、
四
角
を
除
去
す
れ
ば
、
即
ち
円
形
と
な
る
。
故
に
方
に
必
ず
円
を
具
す
。
方
は

是
れ
円
之
本
な
り
。
又
三
角
は
、亦
是
れ
方
形
の
未
な
り
。
方
を
分
っ
て
二
と
す
る
は
、則
ち
三
角
と
成
る
。

の
故
に
、
半
月
是
れ
円
形
之
未
な
り
。
円
を
折
て
二
と
な
す
。

は
則
ち
半
月
と
成
る
故
に
、
土
石
中

に
火
を
含
む
。
水
中
に
風
を
具
す
。
是
れ
法
爾
の
理
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
後
の
三
形
は
皆
な
方
形
從
り

出
る
な
り
。
第
十
一

十
二

右

に
四
阿
を
釈
し
て
云
う
、「
阿
字
よ
り
三

B
E

A字
を
出
し
て
四
字
を
成
す
」
と
。
即
ち
此

の
謂
な
り
。
是
の
故
に
方
形
は
是
れ
一
切
形
之
本
源
な
り
。
又
方
の
中
に
円
を
容
る
る
と
は
、
四
の
三
角

を
成
ず
。
円
の
中
に
角
を
容
れ
ば
、
三
の
半
月
を
成
ず

。
余
形
は
皆
な
方
よ
り
出
づ
、
是
れ
天
然
之
理

『
大
正
』
三
九 

・

七
二
八
ｂ

『
大
正
』
一
八 

・

三
〇
ｂ

『
大
正
』
三
九 

・

六
九
四
ｂ

420/2

『
大
正
』
三
九 

・

七
五
六
ａ

420/3
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な
り
。『

即
身
義
冠
注
』
上　

の
十
三
丁
左
図
を
出
す

。「
円
、
梵
に
嚩Y

^
Ñ

㗚
都
攞•

と
云
う
。Y

‹

字
を
体
と
な
す
。
又
『
義
決
』

二
十
二

右

に
「Z

字
は
法
界
の
種
な
り
、相
形
は
円
塔
の
如
し
」
と
文
。
円
は
即
ちY

字
の
形
な
り
。
第
十
九

十
六

左

に
云
う
、「
次

に
或
は
無
所
得
の
義
な
り
。
嚩
字
の
形
よ
り
不
可
得
の
義
を
顕
示
す
る
と
は
、
此
の
縛
は
本
不
生
を
証
す

る
を
以
て
な
り
。
嚩
字
の
形
を
現
ず
る
な
り
。
此
の
縛
は
即
ち
是
れ
此
の
次
下
の
文
、言
語
道
断
の
義
な
り
」

と
文
。
解
し
て
云
う
、Z

字
の
形
は
円
な
り
。Y

字
を
水
と
な
す
。
水
の
相
は
波
な
り
。
波
の
形
は
、
自

ら
円
な
り
。
即
ち
法
爾
の
形
な
り
。
円
形
と
は
、
方
面
と
し
て
得
べ
く
無
く
、
何
を
か
東
と
云
い
、
何
を

か
西
と
云
う
。
故
に
嚩
字
の
形
よ
り
不
可
得
の
義
を
顕
示
す
と
云
う
。
此
の
智
に
安
住
す
れ
ば
、
本
不
生

も
亦ま

た復
不
可
得
な
り
と
覚
る
。à

ボu

ダ

、
此
に
覚
と
云
う
。
覚
は
能
覚
の
故
に
本
不
生
を
証
す
と
云
う
。
此

の
処
は
、
唯
独
自
明
了
に
し
て
余
人
の
見
え
ざ
る
所
、
説
と
し
て
示
す
べ
き
こ
と
無
し
。
故
に
言
語
道
断

の
義
と
云
う
な
り
。
三
角
と
は
、
熾
燃
猛
利
の
形
な
り
。
刀
釼
等
の
法
、
草
木
等
を
摧
破
す
。
即
ち
三
角

の
形
な
り
。
諸
法
を
分
散
し
て
塵
垢
作
業
を
成
す
な
り
。
亦
是
れ
火
大
及
びX

字
の
義
相
応
な
り
。
法
性

に
在
て
は
離
塵
垢
と
名
く
。
形
色
を
出
す
。
三
角
赤
色
、
世
間
の
火
焔
法
爾
に
し
て
而
し
て
角
赤
な
り
。
明

王
の
隆
魔
、偏
に
此
の
三
摩
地
に
在
り
。
又X
字
に
、塵
と
無
塵
と
到
彼
岸
と
の
三
義
を
具
す
。『

疏
』の
第
七

を
見
る
べ
し

。
塵

と
は
、
生
死
の
火
な
り
。
無
塵
と
は
、
涅
槃
の
火
な
り
。
到
彼
岸
と
は
、
生
死
涅
槃
無
二
平
等
不
可
得
の

義
な
り
。
三
角
即
ち
此
の
義
を
表
す
な
り
。
前
の
三
角
は
、
方
形
よ
り
出
づ
と
。@

字
は
是
れ
金
剛
恵
火

の
体
。
此
れ
よ
りX

字
三
角
を
出
生
す
。
三
角
は
、
即
ち
恵
火
の
用
な
り
。
之
に
依
て
寂
師
、
今
の
三
角

420/4

『
大
正
』
三
九 

・

六
四
九
ｂ

421/1

『
大
正
』
三
九 

・

八
一
三
ｃ

『
大
正
』
三
九 

・

七
七
四
ａ
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を
涅
槃
の
火
、
寂
災
護
摩
の
義
と
な
す
。
彼
の
記
見
る
べ
し
。
半
月
形
と
は
、
大
力
の
形
な
り
。
謂
く
半

月
形
と
は
、
一
方
は
平
坦
安
住
の
形
。
一
方
は
円
形
不
住
の
形
な
り
。
二
相
和
合
し
て
半
月
と
作
る
。
是

れ
即
ち
自
体
成
立
し
て
能
く
諸
法
を
造
作
す
る
義
な
り
。
若
し
但
だ
平
坦
な
れ
ば
動
轉
の
義
を
欠
す
。
若

し
偏
円
形
な
ら
ば
、
安
住
の
徳
之こ

れ

無
し
。
而
し
て
今
、
方
円
具
足
し
て
此
の
形
を
成
ず
る
故
に
能
く
自
性

を
守
り
て
作
業
を
作
す
。
是
れ
即
ち
風
大
、
大
力
有
り
て
能
く
諸
法
を
壊
し
、
諸
法
を
成
ず
る
義
、
相
叶

へ
る
事
な
り
。
寂
師
の
云
う
、「
半
月
と
は
第
十
四

二
十
二

左

に
云
う
、「
半
月
は
是
れ
摂
召
の
義
な
り
」
と
文
。

文
殊
師
利
召
請
の
真
言
第
十
三

二
十
五

左

に
云
う
、「B

È

キ
ヤö

リ
シ›

ヤ
ヤ

は
、
招
名
な
り
、
召
請
な
り
、
摂
召
な
り
」
と
文
。

皆
な
是
れ
鈎
し
て
此
に
未
至
す
る
の
義
な
り
。
之
に
付
い
て
二
義
有
り
、
初
義
は
摂
召
は
是
れ
摂
じ
て
已

に
属
せ
し
め
て
、
自
在
に
受
用
す
る
義
な
り
。
此
の
義
は
、@

字
を
体
と
な
す
。
第
十
一

廿
五

丁

の
意
な
り
。

後
の
義
は
、
自
在
の
義
、
摂
召
の
義
な
り
。
第
十
七

九
丁

右　

の
意
な
り
。「
此
の
義
は
、Y

字
を
体
と
な
す
。
是

れ
言
に
異
し
、
義
に
同
ず
る
な
り
。
半
月
と
は
、
方
円
相
合
の
形
な
り
。
摂
召
も
亦@

Y

の
両
義
有
り
、

之
を
思
う
べ
し
。
又
半
月
は
、
降
三
世
奉
教
摂
の
三
昧
な
り
。
故
に
三
世
尊
、
半
月
の
中
に
住
し
て
、
其

の
種
子P

字
半
月
は
、
即
ちP

字
の
形
な
り
。
三
世
尊
と
は
、
内
に
観
自
在
の
悲
心
と
相
応
し
、
外
に

忿
怒
形
を
示
現
す
。
又
第
四

廿
九

右　

に
、
方

P

字

便の
義
な
り風

と
云
う
、「
其
の
半
月
の
形
は
、
一
方
は
直
な
る
は
、
金
剛
の

恵
三
世

尊　

を
表
す
。
一
方
は
曲
れ
る
大
悲
方
便

観
自

在

を
表
す
」

云
云
。

或
る
意
は
、
彼
の
記
を
見
る
べ
し
。
甚
深
な
り
。
団
形
と
は
第
十
二

五
丁

左　

に
云
う
、「
其
の
万

a

字

タ
ラ
は
、
方
円

421/2
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半
月
等
の
相色

相

無
し
。
応
に
約
る
べ
し
、
虚
空
は
無
相
に
し
て
而
も
能
く
相
を
成
就
す
。
此
の
壇
は
種
々
の

色
を
作
す
べ
し
」
と
文
。
万
タ
ラ
は
、
翻
じ
て
円
と
云
う
。
万
タ
ラ
と
は
、
皆
な
悉
く
集
会
の
義
な
り
。
無
量

の
諸
尊
一
々
に
聚
集
す
る
を
万
タ
ラ
と
な
す
。
即
ち
是
れ
団
の
義
な
り
。
団
は
普
段
な
り
、
圜
な
り
、
聚
な
り
、

又
團
欒
は
円
な
り
。
又
物
の
相
聚
の
事
、『
疏
』
に
円
點
と
云
う
。
即
ち
團
形
な
り
。
又
團
形
と
は
四
形
一
処

に
具
足
す
る
相
な
り
。
謂
ゆ
る
三
角
・
半
月
和
合
し
て
各
々
半
出
す
る
形
な
り
。△

■
上
は
是
れ
三
角　

 

下
は
是
れ
半
月
な
り
。
又
二
形
合

す
る
、
即
ち
是
れ
方
円
具
足
の
形
な
り
。
何
と
な
ら
ば
三
角
は
是
れ
方
之
一
分
、
半
月
は
是
れ
円
の
一
分
、
故

に
四
形
具
足
し
、
倶
時
円
備
す
る
、
即
ち
空
輪
の
形
な
り
。
色
を
釈
す
る
中
に
虚
空
を
種
々
色
々
云
う
、

即
ち
此
の
謂
な
り
。
夫
れ
人
の
一
身
の
五
輪
に
形
る
は
法
爾
の
率
都
婆
な
り
。
故
は『
涅
槃
』第
八
に
云
う
、

「
亦
衆
生
を
し
て
我
身
中
に
於
て
塔
廟
の
想
を
起
し
、
礼
拝
供
養
せ
し
む
。
是
の
如
き
の
衆
生
は
、
我
法
身

を
以
て
帰
依
処
と
な
す
」。
然
る
に
諸
の
衆
生
は
、
煩
悩
に
所
覆
せ
ら
れ
て
自
身
塔
婆
な
り
と
知
る
こ
と
能

は
ず
、
是
を
以
て
毘
ル
サ
ナ
如
来
、
大
悲
加
持
三
昧
に
住
し
て
五
字
門
を
説
い
て
、
身
分
に
布
せ
し
め
、

雑
染
の
五
蘊
を
動
ぜ
す
し
て
而
も
五
分
法
身
と
な
る
。
五
分
法
身
と
は
、
即
ち
是
れ
法
界
塔
婆
な
り
。
五

字
門
を
以
て
一
切
字
を
摂
す
。
故
に
五
字
身
を
厳
る
、
則
ち
万
タ
ラ
と
な
る
。
万
タ
ラ
と
は
五
重
の
誓
提

な
り
。『
経
』
第
七

二
十
八

右　
　

に
云
う
、「
本
尊
の
瑜
伽
に
住
す
。
加
す
る
に
五
支
の
字
を
以
て
せ
よ
。
下
体
と
及

び
斉
の
上
と
頂
の
眉
間
と
な
り
。
三
摩g

多
に
於
て
通
相
し
て
安
立
す
べ
し
。
是
の
法
に
依
て
住
す
る
を

以
て
、
即
ち
牟大

日

尼
尊
に
同
じ
」。
又

二
十
八

左　
　

に
云
う
、「
五
字
を
以
て
身
を
厳
れ
ば
、
威
徳
具
に
成
就
す
る
。
熾

『
大
正
』
一
八 

・

五
二
ｂ

『
大
正
』
一
八 

・

五
二
ｃ

421/3421/4
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然
た
る
大
恵
の
炬

ト
モ
シ
ビ、

衆
の
罪
業
を
滅
除
す
。
天
魔
尊
衆
等
、
及
び
余
の
障
を
な
す
者
を
、
当
に
是
の
如
く

の
人
を
見
て
、
赫
奕
な
る
こ
と
金
剛
に
同
ず
」
と
文
。
又
『
藏
記
』
本

七左

に
云
う
、「
△

○
□
腰
下
に
阿

@
 

字
を
念
へ
、
是
れ
即
ち
地
輪
黄
色
な
り
。
臍
に
卑\

字
を
念
ぜ
よ
、
水
輪
白
色
な
り
。
胸
に
羅X

字
を
念
せ
よ
、

日
輪
赤
色
な
り
。
髪
際
に
吽`

字
を
念
ぜ
よ
、
風
輪
黒
色
な
り
。
頂
上
に
劒b

字
を
念
へ
、
虚
空
青
色
な
り
等
」

全
文　
　

見
る
べ
し

応
に
知
る
べ
し
、
法
性
は
本
よ
り
五
輪
を
具
す
、
法
性
縁
起
し
て
五
輪
の
人
体
と
成
る
。
是
を
以
て

五
字
を
以
て
身
を
厳
れ
ば
、
縁
起
の
当
相
は
即
ち
毘
ル
サ
ナ
法
性
身
と
成
る
、
是
れ
五
字
厳
身
の
実
義
な

り
巳
上

私
記

。『
秘
釈
』
第
二

二
十
九

右　
　

、
舎
利
供
養
式
に
塔
婆
の
功
徳
を
讃
ず
、
見
る
べ
し
。
又
云
う
、「
五
輪
即
ち
五

部
諸
尊
の
釈
」
と
文
。
又
云
う
、
五
輪
即
ち
五
智
と
文
、
又
六
大
各
々
に
六
大
を
具
す
る
こ
と
『
即
身
身
冠
注
』

上
十
四

右
左　

具
に
弁
ず
、
見
る
べ
し
。
六
大
法
界
と
は
、
凡
そ
十
界
の
依
正
、
皆
な
六
大
を
以
て
体
と
な
す
。

諸
法
を
摂
す
る
に
色
心
の
二
法
を
出
で
す
。
色
法
は
前
五
大
、
心
法
は
第
六
識
大
な
り
。
是
の
故
に
『
即

身
義
』九右

に
、「
此
の
所
生
の
法
は
、
上
、
法
身
に
達
し
、
下
、
六
道
に
及
ん
で
、
麁
細
隔
有
り
、
大
小
差

有
り
と
雖
も
、
然
も
猶
を
六
大
を
出
で
ざ
る
故
に
、
仏
、
六
大
を
説
い
て
法
界
体
性
と
な
し
た
も
う
」
と
文
、

此
の
地
水
火
風
空
識
の
六
法
各
々
に
体
性
廣
大
に
し
て
法
界
に
遍
ず
る
が
故
に
因
と
曰
う
。『
大
日
経
開
題
』

一
三左

に
、「
竪
横
無
辺
際
の
故
に
大
な
り
」
と
文
。
体
と
は
、
六
大
は
四
曼
、
三
密
の
諸
法
の
為
に
は
所
依
な

る
が
故
に
体
と
云
う
な
り
。『
秘
蔵
記
』
上

五左

に
、
法
界
体
性
智
之
体
の
字
を
釈
し
て
云
う
、「
諸
法
の
所
依

な
る
が
故
に
体
と
曰
う
」
と
文
。
今
、四
字
一
句
の
故
に
体
の
字
を
略
す
意
は
同
な
り
。
下

三
十　

六
右

に
云
う
、「
六

『
定
弘
大
全
』

五
・
一
二
七

422/1

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
三

『
定
弘
大
全
』

四
・
五

『
定
弘
大
全
』

五
・
一
二
四
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大
は
、
普
く
諸
の
凡
聖
に
遍
じ
、
平
等
に
成
立
し
て
増
減
無
し
。
一
心
は
法
身
自
性
の
仏
、
一
体
は
報
身

受
用
身
、一
相
は
変
化
化
身
の
仏
、一
用
は
平
等
等
流
身
な
り
」
と
文
。
此
の
文
の
意
な
り
。
下
の
文
を
解
す
。

『
東
聞
』
六

五右

に
云
う
、「
四
種
法
身
の
配
立
に
二
有
り
。
一
に
は
能
所
合
論
の
四
身
。
二
に
は
所
生
の
法
に

於
て
四
身
を
建
立
す
。
初
の
義
は
、中
台
大
日
を
自
性
身
と
な
す
釈
な
り
。
四
仏
を
受
用
身
と
な
す
釈
な
り
。

釈
迦
を
変
化
身
と
な
す
。
外
部
を
等
流
身
と
な
す
。
即
ち
『
秘
蔵
記
』
及
び
『
声
字
義
』
等
の
所
説
是
れ

な
り
。
後
の
義
と
は
、
大
日
を
法
界
身
と
な
す
。
阿
閦
を
自
性
身
と
な
す
。
宝
生
を
自
受
用
身
と
な
す
。

弥
陀
を
他
受
用
と
な
す
。
釈
迦
を
変
化
身
と
な
す
。
三
十
二
尊
を
等
流
身
と
な
す
。『
礼
懺
経
』等
の
意
な
り
。

又
金
剛
界
成
身
会
の
大
日
は
、
阿
%
仏
に
同
じ
、
即
ち
此
の
義
な
り
。Z

上
人
は
五
種
法
身
を
立
て
る
。

即
ち
此
の
門
の
所
摂
な
り

云
云
。
今
、
六
大
法
界
も
能
造
の
六
大
な
り
。
杲
宝
『
秘
抄
』
第
一

十
一

丁　

に
、
下
文

を
解
し
て
文
処
に
至
る
。
記
す
べ
し
。
此
の
六
大
位
の
種
子@

\

（X

）`
b
`

、
三
形
は
方
円
等
、
顕
色

は
黄
白
等
、
性
徳
は
、
堅
濕
等
、
業
用
は
持
摂
等
、
是
れ
法
性
の
具
徳
多
具
の
六
大
な
り
。
挙
一
全
収
の

色
法
な
り
。
十
界
輪
円 

と
は
、
十
界
と
は
『
声
字
義
』六左

に
云
う
、「
十
界
と
は
、
一
に
は
一顕

密

切
仏
界
、
二

に
は
一三

賢
十
楽切

菩
薩
界
、
三
に
は
一一

向
一
果切

縁
覚
界
、
四
に
は
一四

向
四
果切

声
聞
界
、
五
に
は
一三

界
諸
天切

天
界
、
六
に
は
一須

弥
四
洲切

人

界
、
七
に
は
一
切
阿
修
羅
界
、
八
に
は
一
切
傍畜

生

生
界
、
九
に
は
一
切
餓
鬼
界
、
十
に
は
一
切
捺地

獄

落
迦
界
な

り
。
種
々
の
界
等
は
天
鬼
及
び
傍
生
趣
の
中
に
は
摂
し
尽
す
。『
花
厳
』
及
び
、『
金
剛
頂
理
趣
釈
経
』
に

十
界
の
文
有
り
」
と
文
。『
記
』
に
十
界
も
三
の
癈
立
有
り
、
一
に
は
六
凡
四
聖
、『
声
字
義
』
に
列
名
の

杲
宝

（
一
三
〇
六
〜

一
三
六
二
）

422/2

『
定
弘
大
全
』

三
・
三
九

422/3
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如
し
。
二
に
は
五
凡
五
聖
、『
花
厳
経
』
第
九
、
第
十
地
の
菩
薩
、
光
明
所
照
の
十
界
な
れ
ば
、
是
れ
は
天
、

修
羅
を
合
し
て
一
種
と
な
す
。
第
十
地
の
菩
薩
を
開
て
別
類
と
な
す
。『
釈
経
』
に
亦
た
五
凡
五
聖
な
り
。

下
に
至
て
記
す
べ
し
。
三
は
三
凡
七
聖
の
十
界
。『
大
日
経
』
所
説
の
十
住
心
是
れ
な
り
。
界
と
は
、
差

別
の
義
な
り
。『
研
心
﹄九右

に
、界
の
字
義
を
弁
ず
。
往
見
せ
よ
。『
釈
経
』

初丁

に
云
う
、「
金
剛
加
持
と
は
、
如

来
十
真
如
、
十
法
界
、
十
如
来
地
を
表
す
。
上
下
十
峯
金
剛
大
空
智
処
と
成
る
を
以
て
」
と
文
。
十
真
如
と

は
十
地
所
証
之
理
な
り
。
其
の
実
体
は
唯
だ
是
れ
一
ヶ
の
阿
字
、
不
生
之
理
な
り
。『
唯
識
論
』
第
十

三右

に
十

真
如
を
明
す
、「
十
法
界
は
即
ち
十
界
な
り
」
之
に
付
す
。『
秘
要
』

十
九

左　

に
三
解
有
る
中
、
第
三
義
は
五
凡

地
獄
餓
鬼

傍
生
人
官

天
宮

　
　

、
五
聖

声
と
縁
と
菩
薩
と
一
道
無
為
と

秘
字
密
万
夕
ラ
宮
な
り　
　
　

『
十
住
心
論
』
第
一
に
出
す
所
の
十
種
の
宮
是
れ
な
り
。『
秘
要
』
に
正
と
な
す
。

何
ん
と
な
れ
ば
、『
声
字
義
』

七右

に
、「『
理
趣
釈
経
』
に
十
界
の
文
有
り
」
と
云
う
。
正
し
く
此
の
文
を
指
す
。

『
金
剛
頂
開
題
』廿

四
左　

に
云
う
、「
界
に
十
種
有
り
。
十
種
の
法
界
は
是
れ
金
剛
万
タ
ラ
な
り
。
十
界
の
身
相
を

聚
て
一
ケ
の
金
剛
の
万
タ
ラ
身
と
な
す
。
故
に
界
と
云
う
」
と
文
。
十
如
来
地
と
は
、
十
地
な
り
。
又
此
の

十
真
如
等
の
三
事
は
、
是
れ
三
密
、
三
部
、
即
ち
金
剛
体
の
故
に
三
密
金
剛
と
称
す
。『
義
決
』

三
十

左　

 

云
云
。
意

の
云
う
、「
下
の
五
峯
は
、
衆
生
本
有
の
五
智
を
表
す
。
上
の
五
峯
は
、
諸
仏
修
生
五
智
を
表
す
。
三
密
の

金
剛
能
く
本
有
の
五
智
を
浄
ず
る
、而
し
て
修
生
の
五
智
を
成
ず
る
故
に
、此
の
五
智
は
三
輪
よ
り
生
ず
る
」

と
云
う
。『
釈
経
』
も
同
じ
。『
釈
経
捨
要
記
』
第
一
に
『
義
決
』
の
文
を
引
く
。
具
に
弁
ず
、
見
る
べ
し
。

輪
円
と
は
、万
タ
ラ
の
義
な
り
。『
四
万
義
』

初丁

に
云
う
、「
古
人
は
檀
と
翻
じ
、
新
人
は
輪
円
具
足
と
翻
ず
」

『
大
正
』
一
九 
・

六
〇
七
ａ

422/4

『
定
弘
大
全
』

二
・
五

『
定
弘
大
全
』

三
・
三
九

『
定
弘
大
全
』

四
・
九
一

423/1
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と
文
。
十
界
輪
円
の
万
タ
ラ
と

為
言
。
之
に
依
て
□
に
出
す
。
図
・
種
子
は
、
六
大
種
子
。
五
形
は
、
即
ち
三

昧
耶
身
の
六
大
な
り
。
種
子
法
門
は
、
法
万
タ
ラ
身
。
五
仏
は
、
是
れ
大
万
タ
ラ
身
な
り
。
今
、
此
の
字
・

印
・
形
の
三
種
は
、
共
に
法
界
体
に
し
て
諸
尊
之
惣
躰
な
り
。
四
万
の
中
の
字
・
印
・
形
像
は
、
此
の
三

秘
密
身
を
以
て
本
と
な
す
。
是
の
故
に
六
大
能
生
の
位
の
字
・
印
・
形
の
三
種
は
、
三
種
倶
に
惣
体
と
な
り
。

又
本
源
な
り
。
然
れ
ど
も
此
の
三
種
は
不
同
に
し
て
同
、不
異
に
し
て
異
な
る
が
故
に
、五
大
を
挙
ぐ
れ
ば
、

即
ち
是
れ
五
字
・
五
仏
の
全
体
な
り
（
六
大
法
身
題
の
中

七左

に
云
う
、「
假
令
、
蓮
花
の
一
挙
れ
ば
一
切
三
昧
耶
形

挙
し
て
蓮
花
形
な
り
。
然
れ
ど
も
諸
相
を
壊
せ
ず
。
一
字
を
挙
れ
ば
、
挙
て
一
字
な
り
。
阿
字
を
以
て
六
大
の
字
と
な

す
此
の
義
な
り
）。
五
字
を
表
れ
ば
、
即
ち
又
五
大
な
り
。
五
仏
な
り
。
又
五
仏
の
威
儀
に
住
す
れ
ば
、
必
ず

五
大
の
本
位
に
居
す
る
、
相
状
之
を
帶
し
、
仍
て
三
種
一
躰
と
し
て
待
対
を
離
れ
る
が
故
に
、
一
法
を
挙

げ
る
に
随
っ
て
全
く
諸
法
の
所
依
と
成
る
。
之
に
依
て
三
種
有
り
と
雖
も
、
惣
じ
て
六
大
と
名
く
。
即
ち

是
れ
周
遍
法
界
の
体
性
廣
大
の
故
に
大
名
を
立
つ
。
然
れ
ど
も
此
の
中
に
三
徳
宛
然
の
故
に
各
其
の
相
を

明
す

已
上
『
東
記
』
四

初
丁
意
な
り　
　

。
此
の
説
好
し
。『
声
字
義
』

六右

に
云
う
、「
密
の
五
大
と
は
五
字
・
五
仏
及
び
海
会
の
諸
尊

是
な
り
。
五
大
の
義
と
は
『
即
身
義
』
の
中
に
釈
す
る
が
如
し
」
と
文
。
又
『
大
日
経
開
題
』
一
に
云
う
、「
阿

等
の
字
は
、
法
界
之
体
性
な
り

云
云
」。『
聽
聞
集
』
覚Z

云
う
、「
能
生
の
法
界
体
性
之
位
に
三
密
・
四
万
タ

の
位
有
り
。
謂
く@

等
の
六
大
是
な
り
」と
文
。
又
、今
図
四
万
を
出
す
。
此
の
四
万
は
六
大
法
界
之
上
、各
々

差
別
の
相
の
故
に
、
六
大
和
合
し
て
成
ず
る
所
の
諸
法
は
、
必
ず
此
の
四
の
差
別
有
り
。
差
別
の
種
類
は

『
定
弘
大
全
』

三
・
三
九

『
定
弘
大
全
』

四
・
八

423/2
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万
差
と
雖
も
、
此
の
大
・
三
・
法
・
羯
の
四
万
を
出
で
ず
。
是
の
故
に
四
種
を
挙
げ
、
諸
法
を
摂
し
尽
す
。『
即

身
義
』十

右
已
下

具
に
釈
す

、「
凡
そ
六
四
三
の
法
門
を
法
数
に
約
さ
ば
、
寛
よ
り
狭
に
至
っ
て
次
第
に
建
立
し
て
而
も
六
大

四
万
三
密
と
云
う
な
り
。
此
の
三
大
に
就
て
諸
法
を
尽
す
と
き
、
六
大
の
位
輪
円
具
足
は
、
挙
一
全
収
の

故
に
一
相
を
挙
れ
ば
諸
相
挙
げ
て
一
相
な
り
。
然
れ
ど
も
余
相
を
廃
す
る
に
は
非
ず
。
余
相
之
相
を
改
め
ず
、

只
一
相
な
り
。
別
相
の
四
万
の
互
に
形
対
し
て
差
別
す
る
が
如
く
に
は
非
ず
。
又
四
万
の
位
の
輪
円
具
足
は
、

十
界
の
種
子
、
三
形
、
図
形
等
各
々
に
相
対
し
て
而
も
互
に
無
礙
し
、
渉
入
し
而
も
其
の
形
相
を
改
め
ざ
る

は
、喩
え
ば
帝
網
の
如
し
。
是
の
如
き
の
微
細
幽
遠
の
辺
を
躰
大
と
名
く
。
差
別
顕
著
の
辺
を
相
大
と
名
く
。

此
の
十
界
の
諸
法
業
用
発
動
す
る
辺
を
用
大
と
名
く
。
若
し
爾
ら
ば
体
に
約
す
る
十
界
の
諸
法
を
ば
、
六
大

と
名
く
。
相
を
摂
す
る
義
辺
を
相
大
と
名
く
。
業
用
の
辺
を
用
大
と
名
く
。
今
、
十
界
輪
円
の
言
に
、
此
の

意
を
含
む
べ
し
。
四
種
万
タ
と
は
、四
万
、三
秘
密
身
、両
部
に
通
ず
る
か
。
異
義
有
る
中
に
通
じ
て
正
と
す
。

文即
身
―
　に

云
う
、「
字
は
法
万
等
と
は
、
字
は
即
ち
五
十
字
門
等
な
り
。
文
字
は
即
ち
表
顕
を
義
と
す
る
故
に
、

法
万
タ
ラ
と
名
く
。
法
は
謂
く
軌
持
軌
則
、
即
ち
物
の
解
を
生
す
べ
き
故
に
、
文
字
を
以
て
法
と
名
く
。
印

は
、
謂
く
種
々
等
、
是
れ
印
を
以
て
三
万
を
釈
す
。
仏
の
弁シ

ユ

印
契
、
皆
な
内
証
を
事
相
に
顕
現
す
る
な
り
。

形
と
は
、
謂
く
相
好
等
、
此
れ
大
万
な
り
。
五
大
色
を
以
て
仏
菩
薩
身
を
画
く
等
な
り
。
此
の
三
種
身
等
已

下
、
羯
摩
な
り
。
三
種
の
万
タ
ラ
の
上
の
動
用
の
作
業
な
り
。
羯
摩
別
体
有
無
の
事
、
元
瑜
『
記
』
に

云
云
弁

す
べ
し
。
若若

し
金
剛
頂
経
に
依
て
等
　

依
金
剛
頂
等
以
下
は
、元
瑜
『
記
』
に
依
て
弁
ぜ
よ
。
隆
の
云
う
、大
万
の
下
に
五
趣
を
図
す
、
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是
れ
五

 
万
タ
ラ
　聖

五
凡
十
界
万
タ
ラ
と
な
す
に
似
た
り
。
按
ず
る
に
上
の
法
三
に
隨
う
。
何
と
な
れ
ば
法
三
も
皆

な
十
界
輪
の
故
に
、
今
は
且
く
人
に
約
し
て
大
万
の
下
に
於
て
之
を
図
す
。
故
に
知
ん
ぬ
。『
即
身
義
』
に

云
う
、「
四
種
万
タ
、
四
種
智
印
、
其
の
数
無
量
な
り
」
と
文
。
凡
そ
四
種
の
万
タ
は
、
十
界
に
通
ず
る
故
に
、

迷
語
に
随
っ
て
廉
細
不
同
な
り
。
而
も
其
の
体
、
本
有
な
る
故
に
、
其
の
義
同
な
り
。
故
に
十
界
各
々
に

四
万
を
具
す
。
以
て
無
数
無
量
と
云
う
。
其
の
無
量
の
四
万
、
分
量
辺
際
有
る
こ
と
無
し
。
故
に
虚
空
の

無
辺
際
に
喩
う
。
元¤

『
記
』
に
、
十
界
四
万
の
中
、
且
く
人
に
約
し
て
之
を
弁
ず
な
り
。
弁
ず
る
べ
き

な
り
。
問
う
、
今
、
五
凡
五
聖
は
十
界
の
万
タ
に
就
て
、
其
の
所
拠
之
有
る
や
。
其
の
五
趣
を
、
五
輪
に

配
分
す
る
、
何
ん
ぞ
や
。
答
う
、
此
の
故
に
祖
意
測
り
難
し
。
恐
ら
く
は
此
の
『
章
』
下

十
九
丁

右　
　

に
云
う
、「@

字
を
迷
本
と
し
て
苦
を
受
る
こ
と
、
○
迷
悟
已
に
在
り
、
執
無
く
し
て
到
る
、
余
字
も
亦
た
然
り
」
と
文
。

此
の
釈
は
、『
十
住
心
論
』
第
一

冠
註
十 

三
丁
右

に
云
う
、「
則
ち
地
獄
・
天
堂
、
仏
性
・
闡
提
、
煩
悩
・
菩
提
、
生
死
・

涅
槃
、
辺
邪
・
中
正
、
空
有
・
偏
円
、
二
乗
・
一
乗
、
皆
な
是
れ
自
心
仏
之
名
字
な
り
。
焉

い
ず
れ
をか

捨
て
、
焉

い
ず
れ
を

か
取
ら
ん
。
然
り
と
雖
も
、
秘
号
を
知
る
者
は
、
猶
し
麟
角
の
如
く
、
自
心
に
迷
へ
る
者
は
、
既
に
牛
毛

に
似
た
り
。
是
の
故
に
大
慈
、
此
の
無
量
乗
を
説
い
て
一
切
智
に
入
ら
し
む
。
若
し
竪
に
論
ず
れ
ば
、
則

ち
乗
々
差
別
し
て
浅
深
な
り
。
横
に
観
ず
れ
ば
則
ち
智
々
平
等
に
し
て
一
味
な
り
。
悪
平
等
の
者
は
未
得

を
得
と
し
、
不
同
を
同
と
し
、
善
差
別
の
者
は
、
分
満
・
不
二
に
し
て
、
即
離
・
不
謬
な
り
。
之
に
迷
う

者
は
、
薬
を
以
て
命
を
夭
し
、
之
に
達
す
る
者
は
薬
に
因
て
仙
を
得
る
。
迷
悟
己
れ
に
在
れ
ば
、
執
無
く

424/1

『
定
弘
大
全
』

二
・
六
以
下

大
分
は
五
仏
即
ち
五
智
な
り

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
五
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し
て
到
る
。
有
疾
の
菩
薩
、
迷
方
の
狂
子
、
慎
し
な
ず
ん
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
文
。
如
実
『
冠
註
』
に
云

う
「
則
ち
地
獄
等
、此
は
八
種
離
対
を
以
て
通
じ
て
上
に
明
す
所
の
九
種
の
住
宅
を
統
べ
て
、以
て
此
の
教
、

横
平
等
の
表
徳
の
法
門
と
な
す
な
り
」
と
文
。
又
是
の
如
く
等
の
深
秘
の
釈
を
ば
開
会
の
釈
と
も
名
く

云
云
。

又
云
う
、
自
心
仏
と
は
、
謂
く
上
に
列
し
た
る
所
の
八
対
は
、
即
ち
是
れ
自
心
本
具
の
十
界
万
タ
ラ
の
毘

ル
サ
ナ
仏
な
り
。
此
は
胎
蔵
の
四
重
法
界
円
壇
に
当
る
故
に
。『
疏
』
七
に
、「
如
来
を
亦
は
一
切
金
剛
菩

薩
と
名
く
、
乃
至
亦
五
逆
邪
見
の
人
と
名
く
。
大
悲
万
タ
ラ
は
正
し
く
此
の
義
を
表
す
と
な
り
」

已
上

云
云
。

又『
冠論

一

註
』八右

に
云
う
、「
衆
生
の
住
宅
に
略
し
て
十
処
有
り
。
一
に
は
地
獄
、
二
に
は
餓
鬼
、
三
に
は
傍
生
、

四
に
は
人
宮
、
五
に
は
天
宮
、
六
に
は
声
聞
宮
、
七
に
は
縁
覚
宮
、
八
に
は
菩
薩
宮
、
九
に
は
一
道
無
為
宮
、

十
に
は
秘
密
万
タ
ラ
金
剛
界
宮
」
と
文
。
此
れ
五
凡
、
五
聖
の
十
界
な
り
。
然
る
に
地
獄
、@

、
方
形
等
に

配
す
る
こ
と
『
論
』一

冠
註
四
十 

五
右　
　

に
云
う
、「
次
に
五
趣
を
明
す
。
五
趣
と
は
三
界
に
通
す
。
○
三
界
の
中
に
於

て
五
趣
有
る
こ
と
説
か
ば
、
唯
し
欲
界
に
於
て
四
趣
の
全
有
り
。
三
界
に
各
々
天
趣
の
一
分
有
り
、
云
何

ん
が
五
と
な
す
。
体
と
名
と
是
れ
何い

か

ん
。
謂
く
前
の
所
説
の
地
獄
を
傍
生
と
鬼
と
及
び
人
と
天
と
是
を
五

趣
と
な
す
。
○
『
冠
注
』

四
十 

七
左

に
、「『
正
法
念
経
』
に
云
う
、「
上
は
地
獄
、
中
は
餓
鬼
、
下
は
畜
生
な
り
。

此
れ
等
の
文
に
依
り
次
第
に
建
立
す
」
と
文
。
今
、
列
次
は
経
と
前
劫
す
。
如
実
、
弁
じ
て

云
云
。
今
、
大
小

乗
の
経
論
に
依
る
に
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
の
列
次
な
り
。
此
れ
亦
た
罪地

重
水
ノ
経
等

の
軽
重
に
依
る
。
如
実
、
経
に
具

に
云

云
、
見
る
べ
し
。
又
法
万
に
は@

Z
]
S
b

、『
五
字
口
決
抄
』
に
云
う
、「『
破
地
獄
軌
』

六右

、
之
を
以

『
大
正
』
三
九 

・

六
五
三
ａ

『
定
弘
大
全
』

二
・
五

『
定
弘
大
全
』

二
・
二
一

424/3

『
大
正
』
一
七 

・

二
〜
四
取
意
の

文

424/2
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て
法
身
上
品
の
悉
地
の
た
め
に
、
流
々
此
の
真
言
を
以
て
真
と
な
す
。@

字
は
無
点
、
後
の
四
字
は
空
点

之
を
帶
す
。
是
の
後
の
四
字
、
皆
な@

字
の
大
空
不
生
に
帰
す
る
深
義
な
り
、
尚
更
に
問
へ

云
云
」。『
印
明

決
』
空
中

二丁
云

云
、
上
に
引
き
畢
ん
ぬ
。
三
万
と
は
、
方
円
等
、
上
に
記
す
る
が
如
し
。
凡
そ
五
輪
成
身
の
観

は
、
五
字
を
以
て
自
身
に
観
布
す
、
知
る
べ
し
。
然
る
に
三
形
塔
観
之こ

れ

有
り
。
堀
池
僧
正
の
云
う
、
行
者

の
胸
の
中
に
蓮
花
有
り
、
八
万
に
分
っ
て
廣
大
な
る
こ
と
恒
沙
世
界
を
過
ぎ
、
無
辺
な
る
こ
と
尽
虚
空
界

に
越
え
た
り
。
其
の
中
心
にa
P
X
Y
@

の
五
字
有
り
、
変
じ
て
五
大
塔
婆
と
成
る
。
五
凡
・
五
道
・
五五

仏

聖
・

五
智
の
十
界
の
種
子
を
具
す
。
真
言
を
信
修
ぜ
ざ
る
衆
生
は
、
臨
終
の
時
、
五
凡
の
種
子
現
す
る
が
故
に

中
有
の
依
正
を
開
き
、
閻
魔
王
宮
を
見
、
閻
魔
の
断
罪
に
随
い
当
来
の
五
道
生
処
に
定
む
。
修
真
言
行
者
、

臨
終
の
時
に
五
聖
の
種
子
を
現
ず
る
故
に
、
密
浄
土
の
依
正
を
現
じ
、
三
十
七
尊
の
法
位
に
列
し
、
自
受

法
楽
の
臺
に
遊
ぶ
。
此
の
五
聖
円
満
の
塔
婆
変
じ
て
大
日
如
来
の
身
と
成
る
。
五
部
八
柱
の
楼
閣
の
内
に

座
し
、
七
宝
蓮
花
臺
の
上
に
大
光
明
を
放
て
法
界
を
照
し
、
其
の
光
り
月
輪
の
如
く
、
十
方
に
遍
じ
て
自

受
法
楽
の
秘
法
を
説
く
こ
と
三
世
に
亘
っ
て
息
む
時
無
し
。
四
方
に
四
智
の
如
来
在
す
。
前
後
に
卅
二
菩

薩
囲
繞
す
。
内
陣
に
は
四
波
の
定
妃
有
り
、
法
楽
を
諸
仏
に
進
め
。
外
陣
に
八
供
養
天
女
有
り
、
雲
海
に

妙
供
を
起
す
。
金
剛
香
菩
薩
は
香
を
献
ず
れ
ば
、
五
分
の
異
香
虚
空
に
遍
じ
。
金
剛
花
菩
薩
は
花
を
捧
げ

れ
ば
、
七
宝
の
妙
花
道
場
に
散
じ
、
六
大
無
礙
に
し
て
三
身
同
じ
く
相
好
を
並
べ
、
四
万
不
離
に
し
て
依

正
共
に
妙
法
を
説
く
。
○
心
数
の
諸
尊
も
依
正
重
々
の
三
摩
地
観
あ
る
べ
し
や

云
云
。
又
云
う
、
此
の
法
身

堀
池
僧
正
＝
信

證
（
一
〇
八
〜

二
四
二
）

424/4
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の
万
タ
ラ
法
爾
の
依
正
は
、
煩
悩
を
断
じ
て
仏
体
を
顕
は
す
に
は
非
ず
。
行
業
に
答
へ
て
浄
土
を
成
ず
る

に
非
ず
。
本
来
衆
生
性
に
備
え
た
る
浄
土
な
り
。
深
く
此
の
理
を
信
知
し
て
心
を
澄
せ
ば
、
臨
終
に
此
の

浄
土
に
皈帰

 

入
す
。
我
等
無
始
よ
り
以
来
、
自
心
に
此
の
理
を
備
へ
な
が
ら
、
徒
に
五
凡
の
種
子
を
開
き
生

死
に
輪
廻
す
。
今
適か

な

う
此
の
理
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
速
に
五
凡
の
迷
を
翻
じ
て
、
臨
終
に
五
智
の
浄
土

に
入
る
べ
し

云
云『

抄
』

可
見

云
云
。
此
の
説
上
出
す
。『
十
住
心
論
』
の
五
凡
五
聖
な
り
。
下
の
観
門
、
何
れ
を
治
定

せ
ず
。
後
時
に
考
勘
の
為
に
因
み
に
爰
に
之
を
記
す
。
大
万
と
は
、
此
の
得
名
に
異
義
有
り
。『
東
記
』

七
十
一

丁　

、問
答
決
択
の
諸
義
未
だ
尽
き
ず
。『
秘
蔵
記
私
抄
』

二
之

六
右

「
一
義
に
云
う
、四
万
の
得
名
は
『
四
万
義
』

に
準
ず
る
に
、
大
・
三
の
二
種
、
所
依
の
五
大
に
従
へ
て
名
を
立
つ
。
法
・
羯
の
二
種
は
、
当
体
に
就
て

名
を
得
る
。
諸
ゆ
る
大
と
は
、
地
等
の
五
大
な
り
。
若
し
図
絵
に
約
さ
ば
、
黄
白
赤
黒
青
の
五
大
の
顕
色

を
以
て
人
の
尊
体
を
図
す
る
故
な
り
。
若
し
真
実
に
就
か
ば
、
則
ち
五
大
所
成
な
り
、
人
体
の
故
な
り
。

実
に
は
四
万
倶
に
五
大
所
成
な
れ
ど
も
、
且
く
最
初
に
約
し
て
唯
だ
此
の
一
を
以
て
所
依
の
大
従
り
名
を

立
つ
る
な
り
。
又
三
昧
耶
を
ば
、
此
に
平
等
と
云
う
。
五
大
の
色
を
以
て
情
・
非
情
に
遍
じ
て
平
等
に
画

く
故
な
り
」
と
文
。
羯
摩
と
は
、
此
を
翻
じ
て
業
と
為
す
。
若
し
真
実
の
自
性
会
の
諸
の
聖
人
の
行
住
坐
臥

の
四
威
儀
の
表
業
に
約
さ
ば
色
是
れ
な
り
。
若
し
住
持
の
影
像
に
就
か
ば
、i

鑄
木
仏
等
の
高
下
屈
曲
の

事
業
の
形
色
是
れ
な
り
。
大
万
と
羯
摩
と
の
住
持
は
、
倶
に
是
れ
人
体
な
り
。
中
に
於
て
絵
像
等
を
ば
大

万
に
配
す
。
黄
等
の
五
大
の
色
を
以
て
図
す
る
故
に
。
木
像
等
を
ば
羯
摩
と
な
す
。
長
短
等
の
形
色
顕
わ

425/1425/2
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る
故
な
り
。
空
輪
二
点
肉
髻
と
は
、『
法
華
玄
賛
』
第
五

十右

、『
瑜
伽
』
四
十
九

七丁

に
三
十
二
相
の
文
を
出
す
。

其
の
中
、
第
三
十
一
は
、
其
の
頂
上
に
烏ウ

シ
ユ
ニ
シ
ヤ

瑟
膩
沙
を
現
ず
。
又
此
は
頂
骨
な
り
。
今
、
二
点
と
云
う
、
何

に
依
る
、
未
だ
詳
か
な
ら
ず
、
之
を
尋
ね
よ
。
諦
忍
の
『
閑
窓
雜
録
』

四
十

左　

に
云
う
、「
如
来
の
肉
髻
と
云
う

も
の
。
今
時
の
仏
絵
師
の
輩
、
誤
り
を
螺
髻
の
半ハ

ン

に
於
て
列
の
一
つ
の
赤
玉
の
如
く
な
る
物
を
刻
み
画
す

る
は
、
大
に
非
な
り
。
京
の
三
條
誓
願
寺
の
如
来
、
及
び
和
州
当
麻
万
タ
ラ
を
見
よ
。
件
の
小
赤
珠
は
な

き
な
り
。
是
を
好ス

キ
テ
　
ホ
シ

標
準
と
す
べ
し
と

云
云
。
或
る
人
云
う
、
嵯
峨
釈
迦
尊
像
を
写
し
披
見
致
し
侯
に
、
螺
髪

の
中
に
一
の
赤
き
玉
の
如
な
る
も
の
之
有
り
。
然
ら
ば
今
時
画
師
の
誤
に
非
ず

云
云
、
又
今
図
は
、Z

一
字
、

B

一
字
、
或
は
五
字
通
じ
て
見
え
た
り
、
下
釈
爾
な
り
。
行
者
に
約
す
故
に
是
の
観
心
を
示
す
な
り
、
之

何
ん
が
観
ず
る
や
。
愚
按
ず
る
に
、
先
づ
種
子
を
観
ず
。
種
子
変
じ
て
三
形
と
成
る
。
三
形
変
じ
て
尊
形

と
成
る
か
。
何
と
な
れ
ば
『
秘
釈
』
第
九

三
十
二

右　

、『
密
厳
浄
土
畧
観
』
に
、
種
三
尊
の
轉
成
の
全
て
は
大
日

な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
今
図
も
亦
同
な
り
、
初
に
依
正
十
界
に
明
す
。
次
に
四
万
を
明
す
、
心
此
に
在

る
か
。
然
も
今
図
に
金
台
を
示
す
こ
と
、
愚
推
す
る
に
是
れ
一
重
の
深
秘
な
り
。
教
舜
『
両
部
合
行
秘
次

第
道
場
観
』
に
、
先
づ
金
の
大
日
を
観
、
種
三
尊
転
成
し
畢
て
、
金
の
大
日
心
月
輪
の
中
に
種
三
尊
を
観

ず
る
。
是
れ
両
部
合
行
深
観
。
秘
す
べ
し
、
秘
す
べ
し
。
今
、
此
等
の
深
意
を
含
め
て
両
部
不
二
の
万
タ

ラ
と
云
う
か
。
且
く
風
輪
半
月
を
以
て
両
輪
と
な
し
、火
輪
三
角
を
以
て
金
と
な
し
。
水
輪
円
を
台
と
な
し
、

右
等
、
相
配
相
当
の
義
未
だ
考
え
ざ
る
の
請
、
之
を
尋
決
す
。
一
切
衆
生
等
と
は
、
九
界
を
指
す
か
。

425/3
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色
心
と
は
、『
即
身
義
』九丁

に
云
う
、「
四
大
等
心
大
を
離
れ
ず
、
心
色
異
な
り
と
雖
も
、
其
の
性
即
ち
同
な
り
。

色
即
心
、
心
即
色
無
障
無
礙
な
り
」
と
文
。
四
大
等
不
離
等
と
は
、
喩
は
無
熱
池
よ
り
流
れ
て
四
大
河
と
な

れ
ど
も
、
未
だ
無
熱
池
の
水
を
離
れ
ず
、
四
大
等
の
色
法
亦
復
た
是
の
如
し
。
原
六
大
の
色
を
四
大
の
色

法
と
す
る
故
に
、
外
別
に
心
大
を
離
れ
て
四
大
等
有
ら
ん
や
。
色
即
心
等
と
は
、
色
は
質
礙
を
義
と
な
す
。

心
は
無
礙
を
義
と
な
す
。
是
の
如
き
二
義
異
な
り
と
雖
も
倶
に
躰カ

サ
ネて

六
大
な
る
故
に
、
其
の
体
同
一
な
り
。

『
心
月
輪
秘
釈
』

十
九

丁
左

に
云
う
、「
夫
れ
心
理
は
色
相
を
離
れ
、
色
相
は
心
理
に
非
す
と
云
う
は
、
知
る
べ
し
、

廉
情
遣
迷
之
義
な
り
。
表
徳
顕
実
の
義
に
非
ず
。
○
色
相
既
に
万
徳
を
見
す
。
而
し
て
一
如
な
り
。
何
ん

ぞ
心
理
と
名
け
ず
、
心
理
亦
六
大
を
躰カ

サ
ネて

万
種
な
り
。
豈
に
色
相
を
離
る
こ
と
有
ら
ん
。
故
に
色
に
即
し

て
是
れ
心
な
り
。
性
に
即
し
て
是
れ
相
な
り
」
と
文
。
之
に
依
て
当
に
知
る
べ
し
、
色
心
宛
然
と
し
て
相
違

背
せ
ず
。
猶
し
雨
足
灯
光
の
体
相
無
量
に
し
て
同
水
同
火
、
其
の
体
性
斎
等
な
る
が
如
し
。
是
を
色
即
心
、

心
即
色
と
云
う
な
り
。
又
心
法
色
形
事
、『
艸
子
』
第
十

三
十 

八
丁

一
ケ
論
な
り
。
彼
の
答
の
義
に
云
う
、「
色
心

不
二
の
心
法
の
上
に
色
形
有
る
べ
し
。
若
し
一
法
の
心
の
上
に
形
相
無
く
ん
ば
、
何
を
心
法
の
色
法
の
躰

と
成
ら
ん
や
。
故
に
知
ん
ぬ
、
心
法
の
色
形
も
、
不
二
一
心
の
色
形
の
体
上
の
縁
慮
の
故
に
而
二
の
時
の

心
法
も
縁
慮
の
体
に
色
形
有
る
べ
き
な
り
。
若
し
縁
声
に
色
形
無
し
て
云
は
ば
、
色
法
は
所
依
の
本
源
、

心
法
は
所
起
の
末
。
本
源
に
は
色
相
有
り
、
所
起
の
心
法
に
は
色
相
無
し
、
故
に
顕
乘
の
義
に
翻
ず
と
云

う
は
、
自
宗
は
色
心
倶
に
実
際
に
居
す
る
が
故
に
、
全
く
能
所
・
本
未
・
能
所
生
の
義
を
存
せ
ず
」

云
云
。

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
三

426/1
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又
云
う
、
宗
の
意
は
、
六
大
の
廃
立
は
、
色
は
差
別
を
本
と
な
す
。
故
に
開
い
て
五
大
と
な
す
。
心
は
平
等

を
本
と
な
す
。
故
に
合
し
て
識
大
の
一
と
な
す
。
若
し
五
大
之
配
立
の
時
は
、
五
大
に
識
大
を
合
し
て
不

二
に
約
し
て
輪
塔
と
云
う
。
若
し
爾
ら
ば
、
彼
の
色
心
の
五
大
と
は
、
色
形
を
体
と
な
す
故
に
、
心
の
五

大
に
色
形
無
か
ら
ん
や
。
五
大
若
し
色
に
局
り
心
に
通
せ
ず
と
は
、
宗
の
源
底
、
五不

二
―
　大

を
本
と
な
す
時
、

豈
に
台
の
一
返
に
局か

ぎ

り
て
金
界
をh

す
べ
け
ん
や
。
或
は
又
一
大
を
立
つ
是
れ
深
義
な
る
が
故
に
教
相
談

じ
難
し
」云
云
。『
義
決
』廿

二
丁　

に
「Z

字
一
大
、之
を
出
す
の
体
大
」。『
東
聞
記
』

終丁

。
或
は
識
大
、
或
は
火
大
、

各
々
に
自
性
を
守
り
、
法
と
位
の
住
深
秘
な
り
。
次
の
依
正
二
種
図
は
是
な
り
。
故
に
五
大
の
配
立
は

不二

、

六
大
配
立

而二

、一
大
は

絶待

。『
遺
教
禄
』
三

卅
四

丁　

『
潅
頂
一
異
義
』
に
云
う
、「
真
言
の
深
意
は
、
殊
に
五
輪
を
宗

と
す
」
と
文
。
彼
の
『
艸
子
』
熟
覧
せ
よ
。
実
相
と
は
、
宗
の
意
は
、
本
不
生
之
義
は
、
即
ち
実
相
の
異
名

な
り
。『
声
字
義
』
に
云
う
、「
謂
ゆ
る
法
身
と
は
、
諸
法
本
不
生
の
義
、
即
ち
是
れ
実
相
な
り
」
と
文
。『
桧

尾
口
決
』
に
云
う
、「
彼
の
阿
字
本
不
生
の
理
は
、
是
れ
其
の
実
相
な
り
」
と
文
。
云
何
に
し
て
此
の
実
相

の
理
に
入
ら
ん
。
第
廿
巻

十
七

左
ウ

「
若
し
行
者
、
瑜
伽
の
中
に
於
て
而
も
復
能
く
是
の
如
く
観
察
し
て
、身
口
意

之
分
別
戯
論
を
離
る
れ
ば
、
即
ち
現
前
に
真
言
の
実
相
を
証
し
、
仏
位
に
同
き
を
得
て
、
自
体
常
住
に
し
て
如

来
に
同
ぜ
ん
」
と
文
。
当
に
知
る
べ
し
、
実
相
と
は
、
阿
字
本
不
生
の
理
な
る
こ
と
を
。
又
実
相
と
は
、
十
界

六
塵
に
遍
ず
、
即
ち
実
相
な
り
。
実
相
と
は
、
是
れ
真
実
無
相
の
義
、
即
ち
是
れ
離
相
之
相
、
相
と
し
て
具
せ

ざ
る
こ
と
無
き
の
実
相
な
り
。
自
身
即
成
図
と
は
、
次
下
列
す
る
所
の
図
、
惣
じ
て
之
を
指
す
な
り
。
何
と

『
定
弘
大
全
』

三
・
三
八

426/2426/3
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な
れ
ば
器
世
間
等
も
五
輪
所
成
、密
厳
国
土
所
住
の
土
な
る
が
故
な
り
。
世
界
依
正
等
と
は
、『
即
身
義
』

七左

に
、

秘
密
万
タ
ラ
品
の
真
言
者
円
壇
等
の
文
を
引
く
。『
疏
』
十
四

廿
一

丁

に
之
を
釈
し
て
云
う
、「
凡
そ
阿
サ
リ
、

大
悲
胎
蔵
を
建
立
し
弟
子
を
建
立
せ
ん
と
欲
は
ば
、
時
に
当
に
先
に
瑜
伽
に
住
し
て
自
身
を
観
す
べ
し
」
と

文
。
即
ち
是
れ
五
字
厳
身
観
な
り
。
次
に
五
大
を
以
て
身
分
に
布
す
る
是
れ
な
り
。
宗
家
は
、
真
言
者
は
識

大
と
な
る
。
円
壇
を
空
大
と
な
し
、
惣
じ
て
六
大
と
成
る
。『
疏
』
と
同
ぜ
ず
。『
疏
』
の
意
は
、
初
の
二

句
は
是
れ
惣
な
り
。
円
壇
と
は
、万
タ
ラ
な
り
。
真
言
行
者
は
、四
重
万
タ
ラ
を
自
身
に
観
布
す
る
な
り
。『
顕

得
抄
』
中
に
二
点
を
挙
ぐ
。
次
に
『
即
身
義
章
』

二
十
三

右　
　

に
依
り
、
今
の
経
文
を
解
し
て
正
報
と
な
す
。
一
義

云
云
。
瑜
公
、
此
の
解
を
破
し
て
云
う
、
今
云
う
、
爾
か
ら
ず
。『
疏
』
に
依
正
の
五
輪
を
釈
す
る
に
准
ず
る

に
、
依
正
合
論
す
る
が
故
に
次
第
に
次
ぐ
な
ら
ず
。
謂
く
依
執
と
は
、
下
の
空
輪
を
挙
げ
、
上
の
四
輪
を

顕
す
。
正
報
に
は
下
の
四
輪
を
挙
げ
、
上
の
空
輪
を
示
す
な
り
。
謂
く
依
正
互
に
顕
は
し
て
而
し
て
報
の

五
輪
の
上
に
依
り
、
正
報
の
五
輪
を
置
く
義
な
り

云
云
。
元
瑜
は
、
瑜
公
を
破
し
て
正
報
と
す

云
云
。
今
は
且

く
瑜
公
に
任
じ
て
、
謂
く
依
報
は
空
風
火
水
地
と
重
立
す
。
正
報
は
地下

よ
り
…
　

水
火
風
空
と
重
立
す
。
然
る
に
最

初
に
空
を
観
す
る
に
、『
冠
註
』
上

四
十
四

右　
　

に
二
義
有
り
。
会
合
す
る
に
、
即
体
離
体
之
空
輪
弁
を
出
す
。
此

れ
『
本
東
』
五

七右

の
意
な
り
。
対
校
し
て
之
を
知
れ
。
今
図
を
按
ず
る
に
一
々
題
に
教
相
を
談
ぜ
ず
。
或
は

識
大
、或
は
火
大
等
各
々
に
自
証
を
守
る
、法
法
位
に
住
す
る
深
秘
の
意
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、『
十
住
心
論
』

第
十

冠
註　

十
一
右

に
、
体
文
并
に
十
二
点
を
釈
し
て
云
う
、「
一体

之

々
の
字
門
の
五所

具
―
　字

、
即
ち
各
々
の
門
の
五能

具

仏
・

『
大
正
』
三
九
・

七
二
七
ｃ

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
二
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五所
具
法
　智

な
り
。
是
の
如
く
五
仏
其
の
教
無
量
な
り
。
五
仏
は
即
ち
心
王
、
余
尊
は
即
ち
心
数
」
と
文
。
又

冠
三
十 

八
右　

に
云
う
、「
且
く@

等
の
五
轉
に
各
本
不
生
と
、
寂
静
と
、
遍
際
と
、
不
可
得
と
等
の
義
有
り
。
又
阿
字

に
諸
法
性
の
義
と
、
因
の
義
と
、
果
の
義
と
、
不
二
の
義
と
、
法
身
の
義
と
あ
り
、
即
ち
是
れ
大
日
如
来

の
種
子
真
言
な
り
。
此
の
五
転
は
、
即
ち
五
仏
の
種
子
真
言
な
り
。
求
上
門
に
約
す
れ
ば
、
則
ち
因
行
証

入
の
方
便
な
り
」
と
文
。
其
の
余
の
四
字
、
之
に
准
ず
べ
し
。
五
轉
・
五
仏
の
配
釈
は
、
第
二
十
巻
に
見
た

り
。
是
の
如
く
深
義
を
示
す
、
知
る
べ
し
。
惣
じ
て
此
の
図
は
深
義
を
示
す
、
通
途
に
非
ず
。
未
資
等
之

を
知
れ
。
文
段
を
消
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
五
色
・
五
部
・
五
智
・
五
方
等
を
弁
ぜ
ず
ん
ば
、
今
章
、
無
畏
・

不
空
傳
、
通
じ
難
し
。
数
多
の
故
に
。
彼
等
を
校
せ
ば
、
宗
家
『
星
供
祭
文
』『

法
鏡
録
』

四
十
六
右

に
云
う
、「
謹
ん
で

追
て
諸
天
衆
星
等
に
啓
す
。
夫
れ
以
れ
ば
仏
天
は
遥
か
に
非
ず
、
心
中
に
し
て
即
ち
近
し
。
星
宿
は
、
外

に
無
し
、
身
を
棄
て
て
何
を
か
求
め
ん
。
之
に
依
て
己
身
之
腑
蔵
を
明
し
て
、
本
尊
之
身
土
を
顕
す
。
謂

ゆ
る
心
上
の
八
分
の
肉
団
は
、
果
中
の
万
徳
之
星
宿
な
り
。
八
弁
清
浄
之
辺
を
、
蓮
花
臺
と
名
く
。
九
重

団
円
の
分
を
ば
、
満
月
輪
と
号
す
。
只
だ
是
れ
一
心
の
中
に
於
て
胎
蔵
金
剛
之
図
を
分
ち
、
一
体
の
上
に

於
て
素
白
・
丹
赤
之
名
を
立
つ
。
然
れ
ば
則
ち
中
高
辺
輪
は
是
れ
心
王
心
数
之
妙
閣
。
中
台
隅
葉
は
、
亦

自
性
眷
属
之
道
場
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
五
蔵
六
腑
の
体
相
は
、
輪
円
五
智
之
仏
体
、
天
円
地
方
の
身

骨
は
、
併
て
理
智
二
界
之
万
タ
な
り
。
内
に
は
五
智
を
証
し
、
東
西
南
中
と
号
し
て
光
を
和
げ
、
外
に
は

五
行
を
示
し
、
仁
義
礼
智
信
と
号
し
て
物
を
利
す
。
天
に
は
五
星
を
顕
し
、
東
に
は
歳
星
、
南
に
は
螢ケ

イ
ユ
フ或

、

427/2 427/1

『
定
弘
大
全
』

二
・
三
二
四



―33―

隆瑜撰『五輪九字秘釈拾要記』の研究⑶（福田）

西
に
は
大
伯
、
北
に
は
辰
星
、
中
に
は
鎮
星
是
な
り
。
地
に
は
五
神
を
現
す
。
左
に
は
青
竜
、
右
は
白
虎
、

前
は
朱
雀
、
後
は
玄
武
、
中
は
勾
陳
是
れ
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
五
体
不
調
を
行
ず
と
は
、
五
行
宮
神
祟タ

タ
リを

成
す
。
五
常
䡄
則
を
守
れ
ば
、
天
地
の
神
霊
恵
を
埀
れ
、
是
れ
則
ち
天
地
に
曻
降
無
け
れ
ど
も
円
か
に
人

倫
に
通
ず
。
人
物
に
上
下
な
け
れ
ど
も
、
潜ヒ

ソ
カに

陰
陽
に
亘
る
の
故
な
り
。
誠
に
三
才
各
々
自
位
に
住
し
、

五
行
同
じ
く
互
融
を
せ
し
め
る
も
の
か
」
と
文
。
全
文
見
る
べ
し
。
今
、此
を
定
量
と
な
し
、之
を
校
せ
り
。

近
来
、
五
神
の
異
説
紛
々
た
り
。
故
に
先
づ
此
を
出
す
な
り
。
又
五
色
と
は
、
色
に
二
種
有
り
。
謂
く
形

色
、
謂
く
顕
色
な
り
。
五
輪
は
是
れ
形
色
、
此
は
即
ち
顕
色
な
り
。『
宝
窟
』
中

未　卅
六

に
云
う
、「
色
に
二
有

り
。
一
に
資
㒵
等
の
色
、
彼
に
槃
泥
と
云
う
。
二
に
青
等
の
色
、
彼
に
留
烏う

　

と
云
う
。
此
に
□惣

蔵

と
云
う
。

此
の
方
の
色
の
字
、
彼
の
二
色
を
翻
す
」
と
文
。
留
烏う

　

は
、
恐
く
は
噌˝

引
跛o

の
転
声
な
り
。
槃
泥
は
、
是
れ

嚩Y

羂g

拏
の
転
声
な
ら
ん
。
夫
れ
五
色
と
は
、
亦
是
れ
法
性
法
爾
の
顕
色
な
り
。
故
に
『
大
日
経
』
に
云
う
、

「
彼
の
衆
生
界
を
染
る
に
法
界
之
味
を
以
て
し
、
古
仏
宜
説
す
る
所
、
是
を
名
け
て
色
の
義
と
す
」
と
文
、

第
六

十
三

右　

釈
し
て
「
法
界
不
思
議
の
色
と
云
う
」
と
文
。
法
界
、
梵
に
はu

w
u
Ñ

と
云
う
、
翻
じ
て
法
爾

と
云
う
。『

花
厳
の　
　
　

大
疏
』
に
見
た
り

。
法
性
法
爾
に
此
の
顕
色
を
具
し
て
不
生
不
滅
な
り
。
故
に
不
思
議
と
云
う
。
不
思
議

は
即
ち@

字
の
義
な
り

第
十
六
巻
に

見
え
た
り

。『
略
出
経
』
の
第
三

四丁

に
云
う
、「
種
々
駄
覩
粉
」
と
文
。
種
々
は
、
謂
く

五
色
な
り
。
駄
都
は
、
即
ち
法
界
な
り
、
即
ち
是
れ
法
界
之
味
な
り
。
又
『
経
』
に
云
う
、「
五
色
の
中
に

於
て
各
字
を
想
う
て
之
を
加
う
。
白
色
の
中
に
鑁Z

字
を
想
著
し
、
赤
色
の
中
に
琰⁄

字
を
想
図
し
、
黄
色
の
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中
に
於
て
阿]

監ラ
ン

字
を
想
い
、
緑
色
中
に
於
て
覧]

字
を
想
い
、
黒
色
の
中
に
於
て
頷S

字
を
想
う
。
是
の
如
き

五
字
を
各
色
の
中
に
置
き
、
已
に
彼
に
於
て
五
種
の
如
来
の
智
を
思
惟
す
（
一
に
謂
う
、
法
界
性
智
）」。
応

に
知
る
べ
し
、
五
色
即
ち
五
智
な
り
。
五
智
は
即
ち
法
界
体
性
智
、
之
を
法
界
不
思
議
の
色
と
謂
う
な
り
。

初
に
黄
色
と
は
、@

字
地
大
の
義
。
第
十
四
に
云
う
、「
臍
よ
り
已
下
は
金
剛
輪
を
作
る
べ
し
。
其
の
色
は

黄
に
し
て
堅
し
。
夫
れ
黄
色
と
は@

字
大
因
陀
羅
金
剛
色
な
り
」。
第
廿
巻
に
此
の
中
方
壇
と
は
、「
梵
に

摩
訶
因
陀
羅
と
名
く
。
是
れ
帝
釈
之
別
名
な
り
。
又
則
ち
金
剛
輪
の
別
名
な
り
」。
又
云
う
、「
方
形
に
し

て
色
黄
な
り
、
即
ち
是
れ
金
剛
座
を
表
す
な
り
」。
第
十
一
に
云
う
。「
大
因
陀
羅
と
は
、
此
は
是
れ
金
剛

中
之
極
剛
の
者
、
能
く
金
剛
を
破
し
、
而
し
て
金
剛
は
彼
を
破
す
あ
た
わ
ず
。
又
是
れ
極
黄
色
な
り
。
紫

磨
金
色
の
如
し
。
此
に
阿
字
を
想
い
、
之
を
し
て
金
剛
輪
と
名
く
。
此
の
座
の
中
に
於
て
一
切
を
思
惟
す
。

即
ち
是
れ
瑜
伽
之
座
な
り
。
此
れ
は
是
れ
修
行
応
理
者
之
座
処
な
り
」

云
云
。
又
『
経
』
第
七
に
云
う
、「
阿

字
金
色
に
遍
じ
て
用
い
て
金
剛
輪
を
作
り
、
下
体
を
加
持
し
て
説
い
て
瑜
伽
座
と
名
く
」
と
文
。@

字
本
不

生
大
菩
提
心
に
安
住
す
る
を
名
け
て
、
瑜
伽
座
に
住
す
と
な
す
。
是
れ
初
発
浄
菩
提
心
の
義
、
即
ち
是
れ

謂
ゆ
る
増
益
の
法
門
な
り
」。
第
十
一

卅六

に
云
う
、「
凡
そ
一
切
増
益
の
事
、
若
し
作
さ
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、

皆
な
此
の
座
に
坐
す
。
増
益
亦
円
満
と
名
く
。
謂
く
一
切
所
願
満
ず
る
な
り
。
若
し
秘
釈
せ
ば
、
一
月
は

是
れ
一
見
な
り
。
若
し
見
法
を
得
て
初
地
に
入
り
、
任
運
に
一
切
三
昧
陀
羅
尼
等
及
び
諸
の
地
位
を
増
益

す
る
な
り
」
と
文
、
日
の
初
め
て
出
る
時
を
黄
色
と
な
す
故
に
、
増
益
の
法
門
は
東
方
に
向
い
、
諸
方
の
中

『
大
正
』
一
八 

・

五
二
ｂ

『
大
正
』
三
九 

・

七
〇
二
ａ
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に
於
て
東
方
を
上
と
な
す
。
菩
提
心
の
最
な
る
是
れ
万
行
之
初
な
る
に
喩
う
。
黄
を
梵
にº

�X

と
云
う
。

º

字
は
体
と
な
す
。
本
体
は
是
れ
第
一
義
空
な
り
。
三
昧
を
帯
す
る
故
に
、
即
ち
大
空
三
昧
な
り
。o

は

@

と
同
じ
。
故
に@

字
地
大
、
即
ち
大
空
の
三
昧
な
り
。
第
十
九

十
九

左　

に
云
う
、「
此
の
中
に
於
て
空
と
は
、

謂
く@

字
な
り
。
阿
字
は
、
即
ち
本
不
生
不
可
得
空
な
り
。
猶
し
此
の
畢
竟
不
可
得
の
不
可
得
空
に
し
て
、

衆
徳
を
具
足
し
、
一
切
仏
法
を
攝
す
な
り
」。
�X

は
是
れ
明
浄
の
義
、『
花
厳
大
疏
』
六
十
六
に
、
多
羅

幢
城
を
釈
し
て
云
う
、「
多
羅
と
言
う
は
、
此
に
明
浄
と
云
う
。
幢
と
は
建
立
な
り
。
無
着
行
は
、
般
若
浄

明
に
依
て
勝
行
を
立
て
る
こ
と
を
表
す
故
な
り
」
と
文
。�

X

は
、
是
れ
般
若
の
明
浄
の
義
。
此
を
以
てº

字
大
空
三
昧
を
助
け
、º

�X

と
云
う
。
此
は
、
黄
と
云
う
。
即
ち
是
れ
阿
字
本
不
生
不
可
得
空
の
義
を

表
す
。
此
に
証
入
す
る
を
称
し
て
初
地
浄
菩
提
心
と
云
う
。
故
に
黄
色
は
即
ち
東
方
発
心
の
義
な
り
。
黄

を
和
訓
し
て
幾キ

と
云
う
。
幾キ

は
金キ

ン

之
略
語
な
り
。
次
に
白
色
と
は
、
是
れY

字
水
大
の
色
、
大
悲
の
義
を

表
す
。
即
ち
息
災
の
色
な
り
。
第
十
二

二左

に
云
う
、「
次
に
縛
字
門
を
明
す
。
即
ち
是
れ
上
の
嚩
字
な
り
。

先
づ
其
の
体
を
明
し
、
後
に
三
昧
之
画
を
兼
ぬ
る
な
り
。
其
の
想
法
は
此Y

の
字
を
想
い
純
ち
白
と
作
し
、

猶
し
雪
山
及
び
牛
乳
等
の
鮮
明
皎
潔
な
る
が
如
し
。
先
づ
斎
已
上
に
従ヲ

イ
テて

想
と
白
蓮
花
を
作
せ
。
極
白
鮮

明
な
り
。
嚩
字
の
純
白
色
な
る
こ
と
を
想
い
、
白
花
の
上
に
在タ

チ

て
成
就
し
已
な
ば
、
即
ち
此
の
字
を
廻
し

て
以
て
本
尊
と
作
せ
。
此
れ
は
是
れ
息
災
之
中
最
も
第
一
と
な
す
な
り
」
と
文
。
白
、
梵
に
室z

制
多�

（
レ
ク
セ

イ
タ
）と
云
う
。

†

息
災
の
義
を
含
む
。
又
白
を
飽キ

労
と
云
う
、大
悲
の
義
を
含
む
。g

X
◊

は
悲
な
り
。
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第
五
に
三
角
の
印
を
釈
し
て
云
う
、「
白
色
は
、
是
れ
慈
悲
の
義
」。
法
菩
薩
の
真
言
はc

∫
g
X

（
一
切　

作
な
り

）。

観
世
音
、
如
幻
三
昧
に
住
し
て
卅
三
身
を
現
し
、
応
に
随
っ
て
化
度
す
。
之
を
一
切
作
と
謂
う
。
即
ち
大

悲
事
業
な
り
。
和
訓
に
志シ

　
ロ
　呂

と
云
う
、
是
れ
則
ちˆ

（
シ
リ
）
の
轉
声
な
り
。ˆ

と
は
、
謂
ゆ
る
大
悲
白

吉
祥
の
義
な
り
。
故
に
観
音
の
眷
属
に
七
白
吉
祥
有
り
、
応
に
之
を
思
う
べ
し
。
次
に
赤
と
は
、X

字
火

大
の
色
、
大
智
降
伏
の
義
を
表
す
。
第
十
二

三右

に
云
う
、「
次
に
囉
字
除
障
万
タ
ラ
を
説
く
。
除
障
の
中
に

於
て
最
も
第
一
真
実
之
法
と
な
す
。
此
の
囉
字
は
是
れ
赤
中
之
赤
、火
中
之
火
、焼
中
之
焼
な
り
。
能
く
種
々

の
煩
悩
業
苦
を
燒
滅
す
、
乃
至
現
に
五
無
間
罪
を
作
る
も
、
若
し
此
の
字
門
を
修
す
れ
ば
、
亦
能
く
浄
除

し
て
余
有
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
既
に
罪
已
れ
ば
則
ち
諸
の
善
功
徳
を
生
ず
る
な
り
。
此
の
字
門
の
所
作

は
不
動
明
王
と
相
応
す
。
然
る
に
不
動
明
王
の
句
は
、
能
く
三息

・

品増
・
降の

一
切
、
事
を
作
る
な
り
」
と
文
。
不
動

明
王
相
応
と
は
、
護
摩
の
義
を
謂
う
。
故
に
第
十
五

十
六

左　

に
護
摩
を
明
す
中
に
云
う
、「
前
に
説
く
所
の
囉

字
を
観
て
周
匝
し
て
火
鬘
あ
り
。
此
を
想
い
其
の
身
に
周
遍
せ
し
め
。
又
刀
及
び
索
を
持
し
、
此
の
囉

字
門
を
以
て
の
故
に
諸
業
を
尽
し
、
諸
障
を
浄
除
す
る
こ
と
を
得
。
業
障
を
浄
め
已
れ
ば
白
浄
の
種
子

を
生
ず
る
を
得
る
」

云
云
。
赤
、
梵
に
路˝

引
呬ö

多�

と
云
う
。X

の
字
を
体
と
な
す
˝
は
、
是
れ
火
生
三
昧

（『
義
釈
』
に             

不
動
真
言
の
釈
に
見
る

）
除
障
之
体
な
り
。ö

X

は
、
応
に
障
の
義
を
具
す
べ
し
。
除
蓋
障
の
真
言
に
云
う
。≥

�

は
利
益
な
り
。
一
切
衆
生
の
蓋
障
を
浄
除
す
れ
ば
即
ち
是
れ
利
益
な
り
。
除
蓋
障
菩
薩
は
南
方
に
居
す
、

種
子A

字
な
り
。
即
ち
寂
災
護
摩
の
種
子
と
同
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
除
蓋
障
と
は
即
ち
是
れ
護
摩
除
障

428/4

『
大
正
』
三
九 

・

七
三
五
ａ

429/1

『
大
正
』
三
九 

・

六
三
一
ｃ
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『
大
正
』
三
九 

・

六
八
一
ａ

『
大
正
』
三
九 

・

七
〇
三
ｂ

429/2

の
義
な
り
。
不
動
尊
火
生
三
昧
と
同
じ
、
所
以
に˝

ö
�

赤
色
と
は
、
即
ち
護
摩
除
障
の
義
な
り
。
赤
は
、

和
に
は
阿ア

　
カ
　加

と
云
う
、
阿
加
は
明ア

カ
シ
　な

り
、
即
ち
火
光
な
り
。
第
廿
巻
に
云
う
、「
第
四
は
赤
日
暉
の
如
し
。

三
角
の
中
に
住
す
。
○
世
日
の
初
て
出
る
時
、
夜
除
て
昼
現
じ
、
暗
尽
し
て
明
現
ず
る
が
如
き
故
に
此
の

色
を
取
る
」。
阿ア

　
カ
　加

と
は
、応
に
是
れ
赤
色
の
梵
語
な
る
べ
し
。
何
ん
と
な
れ
ば
、翻
梵
語
に
云
う
、阿
呼コ

山
、

此
に
日
と
云
う
な
り
。
三
昧
耶
会
の
愛
菩
薩
の
真
言
に
云
う
。
阿@

解ª

竒
哉

乎　

。
経
に
云
う
、
一
切
諸
仏
を
愛
染

す
と
文
。
愛
染
身
色
は
赤
、
日
暉
の
如
き
故
に
。
阿
加
と
は
、
是
れ
赤
の
梵
語
な
り
。
次
に
黒
色
と
は
、P

字
風
大
の
色
、
大
精
進
摂
召
の
義
を
表
す
。
第
十
二

四右

に
云
う
、「
訶
字
第
一
真
実
と
は
、
是
れ
風
万
タ
ラ

な
り
。
○
其
の
半
月
に
大P

威
徳
咸黒

光
之
像カ

タ
チ有

り
。
黒
焔
外
に
遍
く
出
で
て
、風
之
を
吹
動
す
る
幖
幟
を
作
せ
。

悪
と
は
、
謂
く
其
の
像
、
極
忿
怒
之
形
を
作
す
。
云
く
是
れ
風
輪
之
尊
な
り
。
降
三
世
に
非
ず
。
其
の
形

亦
深
青
色
（

即
ち
黒
の

類
な
り

）
を
作
せ
。
若
し
此
の
成
就
を
作
し
、
能
く
一
切
衆
生
の
た
め
に
利
利
義
利
を
作
す
」
と

文
。
黒
は
梵
にÈ

X

と
云
う
、
作
業
の
義
・
大
悲
の
義
を
具
す
。
悲
をg

˝
◊

と
云
う
。
大
悲
の
作
業
は

謂
ゆ
る
北
方
成
所
作
智
・
善
巧
方
便
な
り
、
又
、P

字
黒
色
と
は
、
大
涅
槃
の
義
な
り
。『
涅
槃
経
』
に
云

う
、「
訶
は
心
歓
喜
と
名
く
。
竒
な
る
か
な
。
世
尊
は
一
切
行
を
離
れ
た
り
。
恠
い
か
な
、
如
来
般
涅
槃
に

入
る
」
と
文
。
仏
日
は
涅
槃
山
に
陰
る
。
是
を
風
輪
黒
色
と
云
う
。
既
に
涅
槃
に
入
り
大
悲
所
催
と
な
し
て

自
ら
住
せ
ず
、
生
死
界
に
遍
じ
て
大
義
を
建
立
す
。
是
を
成
所
作
智
と
云
う
。
即
ち
是
れ
黒
色
、
大
寂
中

之
事
業
な
り
。
又
涅
槃
と
は
、是
れ
文
字
の
義
（
前
に
引
く
『
涅
槃
経
』
の
如
し
）。È

X

亦
た
字
輪
の
義
な
り
。

ア
コ
ク



―38―

謂
ゆ
る

È
X

百
字
輪
、
即
ち
是
れ
な
り
。
夫
れÈ

X

及
びP

字
は
、
黒
色
涅
槃
の
義
な
り
。È

字
は
、

体
文
の
初
に
居
り
。P

字
は
、
終
に
在
り
、
此
の
二
字
を
以
て
始
終
を
貫
通
す
。
遍
口
の
八
字
は
、
正
し

く
涅
槃
を
主
る
。
謂
ゆ
る
八
自
在
の
義
な
り
。
其
の
廿
五
字
は
、涅
槃
な
り
。
謂
ゆ
る
廿
五
三
昧
な
り
（『
天

台
止
観
』
に
廿
五
有
を
配
す
）、
廿
五
の
三
昧
に
住
し
。
廿
五
有
の
衆
生
を
度
す
。
即
ち
是
れ
成
所
作
智
殺È

業X

黒
色
三
昧
な
り
。
次
に
青
色
と
は
、a

字
大
空
の
色
な
り
。
第
六
に
云
う
、「
青
は
是
れ
大
空
三
昧
の
義
」。

青
を
梵
に§

‹
と
云
う
、§

は
是
れ
大
空
三
昧
な
り
。
大
空
は
無
相
に
し
て
相
と
し
て
得
べ
き
こ
と
無
し
、

故
に
‹
字
を
縁
と
し
て
虚
空
無
相
の
義
を
顕
は
す
な
り
。
無
相
を
以
て
の
故
に
相
と
し
て
具
せ
ざ
る
こ
と

な
し
、
故
に
虚
空
種
々
色
と
云
う
。
第
十
二

五右

に
云
う
、「
欠
字
門
は
、
其
の
万
タ
ラ
に
方
・
円
・
三
角
・

半
月
等
の
相
無
し
。
当
に
知
る
べ
し
、
虚∏

空
は
無‹

相
に
し
て
而
し
て
能
く
相
を
成
ず
。
此
の
相
は
種
々
色

に
作
す
」。『
略
出
経
』
第
三
、「
五
色
の
真
言
に
唵
縛
日
羅
質
多
羅

二合

三
昧
耶

二合

」
虚
空
蔵
の
真
言
に
云
う
、

V
\
k
f

種
々
竒
妙
顕
色
の
義
な
り
。
即
ち
是
れ
五
色
な
り
、
五
色
は
即
ち
種
々
の
色
な
り
、
以
て
毘
ル

サ
ナ
下
轉
方
便
を
表
す
。
第
廿
巻

二
十
八

左　
　

に
云
う
、「
中
心
は
空ö

に
し
て
一‹

切
色
を
具
す
、
即
ち
是
れ
加
持
世

界
の
万
タ
ラ
普
門
之
会
な
り
。
畢
竟
清
浄
に
し
て
有
ら
ざ
る
所
な
き
な
り
」。
又
入
中
のA

字
を
釈
し
て

云
う
、「
本
誓
を
念
じ
て
大
悲
蔵
を
開
示
し
、
普
く
衆
生
を
引
い
て
仏
恵
に
入
ら
し
め
る
故
に
、
復
た
加
持

神
力
を
以
て
普
く
身
口
意
を
現
じ
、生
死
界
の
中
に
遍
満
す
。
当
に
知
る
べ
し
、此
れ
即
ち
是
れ
方
便
な
り
」。

青
を
和
訓
に
安ア

　
リ
　
イ
ロ

於
色
と
云
う
。
安
於
は
、
恐
く
は
淡
之
轉
な
ら
ん
。
淡
は
、『
字
書
』
に
音
淡
、
濃
に
対
す

『
大
正
』
三
九 

・

七
〇
三
ｃ

『
大
正
』
一
八 

・

二
四
〇
ｂ

『
大
正
』
三
九 

・

七
八
八
ｂ

429/4 429/3

『
大
正
』
三
九 
・

六
四
四
ｂ
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る
の
称
な
り
。
又
滔
淡
は
水
の
満
る
事
な
り
。
即
ち
謂
ゆ
る
水ミ

ツ

色
な
り
。
又
青
を
楚ソ

　
ラ
　羅

色
と
云
う
。
阿
修
羅
、

此
に
非
天
と
云
う
。é

X

は
天
な
り
。
俗
に
虚
空
を
天
と
云
う
。
天
の
色
、
青
な
る
が
故
にé

X

色
と
云

う
。
又
翆
をé

X
Å

千文

と
云
う
。
即
ちé

X

色
な
り
。
詩
に
彼
の
蒼
と
は
天
な
り
、
天
を
指
し
て
蒼
と
も

云
う
、
即
ち
此
の
義
な
り

已
上

私
記

。
又
寂
師
の
云
う
、
五
色
各
二
義
を
具
す
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
初
に
白

色
の
二
義
と
は
、
第
六

十
三

丁　

に
云
う
所
の
白
は
、是
れ
毘
ル
サ
ナ
浄
法
界
色
と
は
、是
れ
自
性
清
浄
の
義
な
り
。

故
に
信
の
色
と
な
す
。
謂
ゆ
る
白
浄
信
心
な
り
。
此
の
信
、
梵
に

X
◊

と
云
う
。
即
ち
白
の
義
を
具
す
。

其
の
種
はX
字
な
り
、X

字
は
、
即
ち
浄
法
界
の
義
。『
観
智
軌
』
に
見
え
た
り
。
梵
語
は
応
に
是
れ

|
�

な
る
べ
し
。千文

、
即
ち
本
浄
の
義
を
具
す
る
な
り
。『
守
護
』
第
二
に
、
東
方
地
大
を
白
色
と
な
す
。
即

ち
此
の
義
な
り
。
是
れ
中
因
の
大
日
な
り
。
又
西
方
を
白
色
と
す
る
に
、是
れ
水
大
な
り
、大
悲
の
義
な
り
。

亦
即
ちX

字
の
義
な
り
。
第
五

十
八

左　

に
、三
角
仏
心
印
を
釈
し
て
云
う
、鮮
白
は
是
れ
大
悲
の
色
と
是
れ
な
り
。

梵
語
は
応
に
是
れ
訖ö

労œ

（
第
六
の
『
疏
』

に
出
る

）。
此
に
悲
の
義
を
具
す
。g

À
◊

は
、
悲
な
り
。
赤
色
の
二
義
と
は
、

赤
は
南
方
降
伏
の
色
と
な
す
。
是
れ]
字
降
障
の
義
な
り
。
梵
語
は
応
に
是
れ˝

≥
�

な
る
べ
し

第
六　

　
　
　

『
疏
』

に
見
る

。
即
ち]

字
門
火
生
三
昧
な
り
、
三
角
降
伏
の
義
な
り
。
此
に
亦
二
有
り
。
東
方
を
赤
色
と
な
す
。

宝
幢
仏
、
初
発
浄
菩
提
の
義
、
其
の
色
日
暉
の
如
し
。
即
ち
初
発
浄
菩
提
心
の
義
を
表
す
。
又
南
方
を
赤

色
と
な
す
は
、
是
れ
世
間
の
五
行
、
南
方
火
大
の
義
な
り
。
第
二
十
巻
に
、
南
方
開
敷
花
王
を
釈
し
て
云
う
、

次
の
行
は
赤
色
是
れ
火
の
義
な
り
。
第
十
四
に
、
長B

声
を
行
と
な
す
、
行
は
即
ち
火
輪
な
り
。
又
西
方
を

┌
中
白
┐

└
西
白
┘

430/1

┌
南
赤
┐

│
東
赤
│

└
西
赤
┘
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赤
色
と
な
す
。
是
れ
敬
愛
の
義
な
り
。
謂
ゆ
る
紅グ

　
ハ
リ頗

色
な
り
。
紅
を
梵
にi

ク
ン
ニ
ハ

c
t

と
云
う
、
東
南
青
色
と

其
の
義
大
異
な
り
。
黄
色
の
二
義
と
は
、
東
方
を
黄
と
な
し
、
阿
字
金
剛
の
色
な
り
。
初
発
浄
菩
提
心
の

義
な
り
。『
金
剛
頂
』
に
、
南
方
宝
生
尊
を
黄
色
と
す
る
は
、
是
れ
修
行
の
義
な
り
。
又
黄
は
即
ち
火
な
り
。

『
略
出
経
』
に
、
黄
の
種
子X

字
な
り
。『
智
度
』
第
九

八丁

に
、
天
の
蓮
花
は
青
赤
紅
白
な
り
。
何
を
以
て

黄
無
き
や
。
黄
は
、
火
に
属
す
、
水
花
の
宜
ず
る
所
に
非
ざ
る
故
に
。
黄
をº

�
X

と
云
う
。k

c

と
通

囲
す
。
即
ち
火
の
義
を
具
す
。
又
中
央
を
黄
と
な
す
、
是
れ
世
の
五
行
土
を
中
と
な
す
義
な
り
。
青
色
の

二
義
と
は
、『
金
剛
頂
』
に
、
青
色
を
東
方
と
な
す
。
即
ち
是
れ
木
気
発
生
の
義
な
り
。
謂
ゆ
る
阿
%
仏
金

剛
竪
固
の
菩
提
心
な
り
。
又
西
方
を
青
色
と
な
す
。
是
れ
空
の
義
、
無
量
寿
の
大
空
智
を
表
す
。
青
は
梵

に§

‹
と
云
う
、
即
ち
大
空
無
相
の
義
な
り
。
黒
色
の
二
義
と
は
、
内
に
はP

字
風
大
を
黒
と
な
す
。
即

ち
涅
槃
の
義
な
り
。
世
間
の
五
行
は
、
水
大
を
黒
と
な
す
。
陰
気
闇
冥
の
義
を
取
り
、
黒
をØ

t

と
云
う
。

又g
X

と
云
う
。g

X

は
作
な
り
。
謂
ゆ
る
大
寂
涅
槃
、
不
空
成
就
、
方
便
作
智
を
建
立
す
る
な
り
。
又

種
々
色
に
二
義
有
り
。
黒
色
を
種
々
と
云
う
は
、
謂
く
五
色
な
り
。
後
は
必
ず
前
を
見
す
る
が
故
に
。『
守

護
経
』
に
、
北
方
を
五
色
と
云
う
是
な
り
。
又
虚
空
を
種
々
色
と
云
う
。
但
だ
五
方
の
正
色
の
み
に
非
ず
。

一
切
支
末
の
間
色
を
具
す
。
五
色
交
会
し
て
更
に
相
を
発
暉
し
て
種
々
の
色
を
出
生
す
。
是
を
普
門
万
タ

ラ
無
尽
荘
厳
之
標
相
な
り
。第
六

十
四

右　

に
云
う
、「
世
間
の
綵
画
は
、五
色
に
過
ぎ
ず
、然
も
更タ

カ
ヒに

相
渉
し
て
種
々

の
深
浅
不
同
有
り
。
巧
恵
の
者
、善
く
之
を
分
布
す
れ
ば
、万
像
を
出
生
し
て
窮
尽
有
る
こ
と
無
き
が
如
く
、

┌
東
青
┐

└
西
青
┘

┌
風
黒
┐

└
水
黒
┘

430/3

┌
東
黄
┐

│
南
黄
│

│
火
黄
│

└
中
黄
┘

430/2
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法
界
不
思
議
の
色
も
亦
復
是
の
如
し
。
総
じ
て
之
を
言
は
ば
、
五
字
門
に
過
ぎ
ず
。
然
も
亦
更
に
相
発
揮

し
て
種
々
の
差
別
智
印
を
成
ず
。
如
来
、
普
門
の
善
巧
を
以
て
悲
生
万
タ
ラ
を
図
作
し
、
乃
至
世
間
微
塵

数
の
随
類
之
形
を
出
生
し
、
猶
を
窮
尽
せ
ず

云
云
」。
即
ち
此
之
謂
な
り

已上

。
隆
の
云
う
、
義
門
差
別
に
依
て

如
上
の
如
く
不
同
有
り
、
怪
し
む
こ
と
な
か
れ
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
五
大
、
五
輪
、
六
大
法
界




